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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員は、ありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、４番、新保峰孝議員、１３番、和泉克彦議員を指名いたします。 
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日程第２．一般質問 

 

○議長（松尾徹郎君） 

日程第２、一般質問を行います。 

昨日に引き続き、通告順に発言を許します。 

阿部裕和議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 〔２番 阿部裕和君登壇〕 

○２番（阿部裕和君） 

おはようございます。みらい創造クラブ、阿部裕和でございます。 

発言通告書に基づき、１回目の質問をいたします。 

１、道の駅「親不知ピアパーク」周辺整備及び地域資源の有効活用について。 

今もヒスイ拾いの人気は衰えず、親不知海岸はヒスイを探しに来る方でにぎわっています。しか

し、その観光客の多くがお土産や飲食など消費をせず帰ってしまうという課題を抱えています。 

現在、国土交通省では「道の駅」第３ステージと位置づけ、「道の駅を核にした地方創生」を目

指した取組を推進しており、親不知ピアパークの在り方についても思索するタイミングかと考えて

います。 

日本海に面している魅力ある立地の親不知ピアパークを拠点とし、絶景のロケーションや地域資

源を生かしたイベントや体験メニューを積極的に展開することで、交流人口の拡大や地域活性化に

期待できると考えています。 

以下伺います。 

(1) ヒスイ拾いをはじめとした観光客の滞在時間の増加や消費を促すために、どのような取組

をしているか伺います。 

(2) ヒスイふるさと館やレンガトンネル等、周辺の施設や資源と連携した取組はしているのか

伺います。 

(3) 道の駅設置から年数も経過し、施設の老朽化も進んでいます。時代の変化とニーズを捉え

た施設にするため、親不知ピアパーク周辺整備計画を策定し、取組を推進していくお考えは

ないか伺います。 

(4) 親不知ピアパークの活性化のためには、どんな施策や取組が必要と考えているか伺います。 

(5) 青海川ヒスイ峡の整備計画が今年度に策定され、来年度から整備を進めていく予定であっ

たが、進捗状況を伺います。 

２、翠ペイの利便性向上について。 

２月１日から、デジタル地域通貨「翠ペイ」の運用がスタートしました。 

１月３１日現在において、加盟店が１８６店、利用申込者は当初見込みを下回る８７１名となっ

ており、利用者と加盟店が増える取組を進めていかなければならないと感じています。 

地域内経済の好循環や活性化のため、利用する方がお得感を得られる施策や利便性向上への取組、

加盟することでお店もメリットを感じる施策を講じる必要があると考え、以下伺います。 
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(1) 現金チャージをした際、チャージした分がマネーとして、チャージ額の１％がポイントと

して付与されますが、マネー・ポイントともにチャージから半年後に失効してしまうのが現

状です。利用者の利便性向上のため、現金チャージ分のマネーについては有効期限を撤廃す

る必要があると考えますが、いかがお考えでしょうか。 

(2) 第一弾のキャンペーンが終わりましたが、当初見込んでいた利用者数を下回っている状況

であり、翠ペイを認知していない方も多くおられると考えます。利用者増加キャンペーンと

し、チャージ時のポイント付与を１５％にするなど、まずは利用者獲得のための取組を進め

る考えはないか伺います。 

(3) キャッシュレス決済において、利用できる店舗の多さは重要であり、加盟店をさらに増や

していくことが必要だと考えますが、今後どのような取組を展開していくか伺います。 

(4) 加盟店加入促進キャンペーンが終わると、ポイントを現金化する際に２％の手数料が発生

します。それを見据え加盟しない店舗もあるのが現状です。キャンペーン終了後も手数料無

料や、今よりも手数料を下げるなどのお考えがないか伺います。 

(5) 子ども誕生お祝い事業等で贈呈されている市内共通商品券も今後翠ペイに移行していく考

えであるとのことだが、具体的にいつから施行していくお考えか伺います。 

３、地域共助と情報共有による緊急災害時の対応について。 

令和６年能登半島地震を受け、改めて緊急災害時の対応や備えの必要性を実感いたしました。ま

た、大規模な災害が発生したとき、被害の拡大を防ぐためには、国や都道府県、市町村の対応（公

助）だけでは限界があり、まずは自らの身は自らが守る行動（自助）とともに、ふだんから顔なじ

みの地域や近隣の住民が集まり、互いに協力し合いながら、地域のコミュニティで防災活動に取り

組むこと（共助）が必要不可欠であると感じました。 

津波を想定した場合、最短で５分以内に影響が出る可能性もあるとされており、行政と各関係機

関が連携し、今後、緊急災害が起こった際に市民が迷うことなく、適切な行動を取れるよう情報共

有していく必要があると考えますが、いかがお考えでしょうか。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

阿部議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、石を生かしたイベントを開催するとともに、魅力的な海産物の

販売、食事の提供などに取り組んでまいります。 

２点目につきましては、解説板やホームページ等で、周辺施設を紹介しているほか、定期観光バ

スの運行などを行っております。 

３点目と４点目につきましては、現在、庁内委員会で施設の在り方などを検討しており、今後、

ピアパーク周辺整備計画の策定に向けて取り組んでまいります。 

５点目につきましては、今年度末の計画策定に向けて文化庁と協議を行っており、整備につきま
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しては、令和７年度以降の予定であります。 

２番目の１点目につきましては、安心して利用いただけるよう運営する振興協議会において、期

限撤廃のための資金決済に関する法律等の基準をクリアできるよう検討いたしております。 

２点目につきましては、普及促進に向けて効果的なキャンペーンを考えてまいります。 

３点目につきましては、新たなキャンペーンや行政ポイントの付与による地元消費の促進を図る

ことで、加盟店の拡充に努めてまいります。 

４点目につきましては、加盟店向けの説明会において、キャンペーン期間終了後は、換金手数料

がかかることを説明しており、令和７年３月２１日以降は手数料を徴収することといたしておりま

す。 

５点目につきましては、子育て世帯が利用できる店舗を充実させることが必要と考えており、加

盟店の拡充を進める中で、翠ペイによる給付が可能かどうか判断してまいります。 

３番目につきましては、災害の種別や市内各地区に合った避難行動が取れるよう、日頃から関係

機関と情報を共有し、調整していくことが重要であると考えております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

親不知ピアパークのほうからお願いいたします。 

市内の海岸、主に押上から市振海岸において、多くの方がヒスイを探しに訪れています。その

方々に市内で消費してもらうためにどうしていくのかという大きな課題がありますが、今回はテレ

ビでも取り上げられ、今も多くの方が訪れている親不知海岸、ピアパーク周辺にスポットを当て、

質問させていただきます。 

２月１０日に現地を私も見てきましたので、そのときのことも踏まえながら質問いたします。 

この日は土曜日で時間帯も１１時を過ぎた頃でしたが、海岸には人がいるものの、ピアパークを

利用している人はまばらでございました。 

また、施設内には浜焼きコーナーもありますが、カーテンが閉まっており、やっていない様子で

した。あんこう祭等のイベント時にはやっていたかと思いますが、今ほど市長答弁でも、食事の提

供というところであったんですけれども、こういうものは積極的に販売していったほうがいいんじ

ゃないかなと思うんですけれども、販売する、しないの基準はあるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

猪又青海事務所長。 〔青海事務所長 猪又悦朗君登壇〕 

○青海事務所長（猪又悦朗君） 

おはようございます。 

浜焼きコーナーの開設状況というふうに、ご質問と受け止めました。 

浜焼きコーナーの開設状況としましては、お客様の多い夏季、夏場ですが、毎日営業していると
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いうことでございます。また、屋外であることから、冬季間につきましては、連休やイベント時の

随時ということで開設しております。そのほか、春・秋等々の時期につきましては、土日を中心に

開設しているものというふうに現在お聞きしております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

やはり来客が見込まれる土日にもやっていったほうがいいんじゃないかというふうに思いますし、

具体的な内容については避けますが、各所より、各施設についての課題やご意見等をお聞きしてお

ります。その点については、市としても把握しているところとは思いますが、課題改善に向け、ピ

アパークに入っている指定管理者と対話はされているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

猪又青海事務所長。 〔青海事務所長 猪又悦朗君登壇〕 

○青海事務所長（猪又悦朗君） 

お答えいたします。 

毎月、担当者がピアパークのほうに行っております。お客様からの要望、また、施設の状況、運

営上での課題などを含めて、その際に指定管理者と課題を共有し、必要に応じて指導やら助言やら

ということを確認し合っているという状況であります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ピアパークには、複数の指定管理者が入っていますし、ピアパーク全体としての課題共有、課題

というのもあると思います。そういうものをしっかりと共有して、戦略を立てた運営を望みたいと

思います。 

また、翡翠ふるさと館についてお聞きします。 

以前の一般質問でも取り上げさせていただいて、その後、市長からも現地を見ていただいたとい

うふうにお聞きしております。改善、大分されていたと思います。ありがとうございます。案内板

の設置や気になっていた臭い等もなくなり、室内も明るく、展示物も明るい配色でよかったなとい

うふうに思っていますが、改めて気づいた点を伺います。 

施設内は、音楽もなく、無音で、私としては、いづらいなというふうにも感じました。 

また、小滝川ヒスイ峡やフォッサマグナミュージアム等への市内観光の案内板は設置されている

んですが、そこに置いてある１０２トンのヒスイが、どこから来たんだというのは、それの紹介は

あるんですけれども、青海川ヒスイ峡の具体的な案内板というのがなかったように思ったんですけ

れども、これはわざとなのか、やはり私は青海の者なので、現地のものを紹介していって、市内に

も広がっていくような動きができればと思うんですけれども、今後の空間整備について、いかがお
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考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

猪又青海事務所長。 〔青海事務所長 猪又悦朗君登壇〕 

○青海事務所長（猪又悦朗君） 

お答えいたします。 

翡翠ふるさと館の機能、また、役割、快適な空間づくりなど、お客様から利用していただくとい

う視点に立ちます魅力づくりにつきましては、先ほど市長答弁にもありましたけども、庁内委員会

で検討してまいりたいというふうに考えております。ＢＧＭなどにつきましては、まずは試行、試

すほうで考えております。また、研磨機などもございますが、こちらにつきましても庁内関係者と

協議をしてまいりたいと考えております。 

様々な提案、ご提案いただきまして、ありがとうございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

市長にお聞きいたします。 

市長も現場を見られたと思うんですけれども、改めてあの場所をどういった場所にしたいか、市

内の観光にどうやって影響を与える施設にしていきたいかというのを感じられたか、お聞きします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

今、ヒスイが県の石になって以来、非常に注目を浴びておりますし、皆さんもご承知のとおり、

大阪・関西万博が開催されるわけでございますが、そこでも県と連携して、ヒスイを中心に対応し

ていきたいと思っておる部分があるわけでありますので、ヒスイをやはり追い風として誘客の核に

持っていきたい部分があるわけであります。そういう中で、１０２トンの石というのは、非常に魅

力的であるわけであります。他にない魅力であるわけでありますので、それを中心として、やはり

しっかりとした情報発信をしていきたいと思っている次第であります。 

そういう中で、あそこはやはり一定の年数がたっておる部分があるわけでありまして、幾ら今改

修しても、その時代を感じてしまう状況があるわけでありますので、何とかやっぱり払拭できるよ

うな改良していきたいなと思っております。 

しかし、あの建物、石を入れてから建てた建物でございますので、そう簡単に変えられるもので

はございませんので、どう変えていけばいいのか、またどう、この新たな展開をしながら、注目を

浴びるような施設に持っていきたいと考えておるわけでありますが、その辺を示していきたいと思

っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ありがとうございました。 

今ほど青海事務所長のほうから研磨機という言葉があったんですけれども、翡翠ふるさと館の中

には石を研磨できる研磨機があり、これを活用できないかというふうに思っております。土日など、

ピアパークを利用する人や来館が多く見込まれるときに、研磨機を動かして、目の前で研磨の実演

をしたり、親不知海岸にヒスイ探しに来られた人の石を磨いたり加工したりと、そういったことは

できないのかと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

猪又青海事務所長。 〔青海事務所長 猪又悦朗君登壇〕 

○青海事務所長（猪又悦朗君） 

先ほど申し上げたとおり、せっかくある研磨機の設備、また、そういった展示の内容になってお

りますので、そういったものは活用していきたいというふうに考えております。 

しかしながら、先ほども申し上げましたけども、どのように今後行っていくのか、行けるのか、

また、フォッサマグナミュージアムの活動内容等々を含めて、実施方法につきましては、庁内、ま

た先ほど申し上げました関係者としっかりと協議をして、取り組めるものなら取り組んでいきたい

というふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

現状の管理や運営、今後の在り方についても、管理されてる方と協議して進めていっていただき

たいと思いますし、ピアパークを拠点とし、青海川ヒスイ峡やレンガトンネルなど、地域の資源を

生かして市内観光につながる取組を推進、お願いいたしたいと思います。 

次に、親不知ピアパーク周辺整備計画についてお聞きいたします。 

令和４年９月の一般質問の際、ご答弁で、近隣施設と連携を図る時期であり、リニューアル計画

に向け、地元や関係各所の意向確認する機会を設けたいというふうにありましたが、そういった機

会は設けられたのか、進捗状況を伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

猪又青海事務所長。 〔青海事務所長 猪又悦朗君登壇〕 

○青海事務所長（猪又悦朗君） 

お答えいたします。 

計画の策定ということで、市長答弁にもありました庁内委員会で利活用の方向性など、施設の在

り方を検討していくことで、現在、動き始めたところであります。 

したがいまして、現在のところ、地元、また関係各所への意向確認までには至っていないという
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状況でありますが、今後、この周辺整備計画に向けた取組の中で、実施時期などを含め、検討して

まいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

親不知ピアパークは、和式トイレが多く、トイレが使いづらいというふうに現状もなっておりま

す。以前のご答弁では、早い段階で修繕を行っていきたいというふうにありましたが、施設の老朽

化もありますし、時代の流れにより、少しずつニーズも変化しております。改めて、現状の課題と

ニーズを把握し、今後の親不知ピアパークの在り方、どういった機能・目的を持った道の駅にした

いかということを明確にして、取り組んでいく必要があると思っております。 

今ほど庁内委員会というふうにありましたけれども、親不知ピアパーク周辺整備計画策定に向け、

来年度は、どのような取組を行っていくか、具体的にお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

猪又青海事務所長。 〔青海事務所長 猪又悦朗君登壇〕 

○青海事務所長（猪又悦朗君） 

トイレの対応、ピアパークの在り方の検討など、市といたしましても、議員のおっしゃるとおり、

しっかりと取り組んでいかなければいけないというふうに考えております。 

したがいまして、来年度、今もお話ありました、私どものほうからも説明してございます庁内委

員会の議論をしっかりと深めていきたいなというふうに考えております。これまでの議会でもお話

をさせていただく機会もありましたけども、高速道路の橋脚の耐震化補強工事が今後行われると、

ＮＥＸＣＯのほうからお聞きしているところであります。そういった将来性を見ながら、動向を見

ながら、注視しながら進めていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ぜひとも推進していただきたいと思いますし、それと同時に、ピアパークといえばこれとなるよ

うな、消費喚起につながる目玉づくりが必要だと思うんですけれども、それについてはお考え、い

かがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

猪又青海事務所長。 〔青海事務所長 猪又悦朗君登壇〕 

○青海事務所長（猪又悦朗君） 

ピアパークの魅力につきましては、先ほど市長答弁にもありましたが、海産物の販売、食事の提

供などの食、また加えて、ヒスイであるというふうに思っております。 

先ほどより議員からもご提言いただいております浜焼きコーナーであったり、翡翠ふるさと館の
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充実、魅力アップなどを含めて、サービスの充実や施設の充実をしっかりと、これをまず取り組ん

でいくということが重要なことと思っております。 

したがいまして、今後もこちらのほうを庁内委員会を含めましてしっかりと見直しをしていく、

現地にも入りながら指定管理者と話を続けていくと、そういう取組が必要かと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

よろしくお願いいたします。 

次に、青海川ヒスイ峡についてお聞きいたします。 

こちらのヒスイ峡は、教育・研究を目的としていますが、以前、今後、具体的な活用や整備につ

いては、国からの指導や整備計画策定委員会の中で、意見を聴きながら協議していくというふうに

ありました。こちらの整備について、早期着工を望みますが、具体的な活用や、どういった整備を

進める方向で動いているのか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嵐口文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 嵐口 守君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（嵐口 守君） 

お答えいたします。 

主な活用でありますが、まず１つ目は、学校の屋外学習、そして地区公民館を中心となりますけ

れども出前講座、２つ目は、ジオツーリズムとして、３つ目は、大学、学会等の研究や調査であり

ます。 

先ほどの出前講座やジオツーリズムは、ほかの見どころとの連携を含んでおります。 

次に、整備につきましては、駐車場、トイレ、監視カメラのほか、できる限り分かりやすいよう

な案内看板を設置したいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

青海川ヒスイ峡の整備は、地元の人も長年待ち望んでいる事業であります。散策路や散策コース

の整備をはじめ、ヒスイ峡までの道や、現地までの分かりやすい案内板の設置、また十分な駐車場

の確保、訪れた方が、ヒスイの魅力を感じ取れるような整備になるよう進めていただきたいと思い

ます。 

今ほどまた、屋外学習というのもあったんですけれども、私も教育という点では、このヒスイ峡

をどうやったら活用できるかなというふうに考えておりました。ヒスイの原石や様々な岩石の観察

を青海川でやって、翡翠ふるさと館に行って、今度、実際にヒスイに触れる。親不知海岸では、糸

魚川が持つ多様な石というのに触れて、石のまちを感じられるんじゃないかなというふうに思うん

ですけれども、そういったものを生かしていって、ヒスイ文化を次世代に伝承していく取組が必要
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じゃないかなというふうに思うんですけれども、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嵐口文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 嵐口 守君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（嵐口 守君） 

お答えいたします。 

各資源を有効に活用するという取組でありますが、そう考えます。その中で、先ほどの出前講座

でありますが、近隣の文化財と併せたコースの設定も検討してまいります。 

別の角度では、例えば青海地域ですと、ピアパーク、親不知海岸、市振駅舎、関所榎、寺地遺跡、

そういったコースも考えられますし、ヒスイつながりでは、小滝川、フォッサマグナミュージアム、

長者ケ原考古館や長者ケ原遺跡、さらには相馬御風までございます。多様なつながりとストーリー

がございますので、全部まとめてできるかどうかあれですけども、試行錯誤しながら文化の伝承と

継承に取り組んでまいります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

前向きなご答弁、本当にありがとうございます。 

糸魚川の貴重な文化遺産を次世代に引き継いでいくことが重要であります。本当に今ほどいろん

な角度からお話ありましたが、ぜひとももっといいのないか、いいのないかというふうに試行して

いただいて、取組を推進していただきたいと思います。ありがとうございました。 

次に、２番、翠ペイのほうに移ります。 

翠ペイ、非常に苦戦しているんじゃないかなというふうに思っております。この翠ペイ導入目的

の一つとして、市内経済の好循環による活性化が上げられると思います。改めて、翠ペイは、プレ

ミアム商品券のデジタル版ではなく、通年で使ってもらうことを目的として取組を進めていかなけ

ればならないと考えていますが、市としては、改めてですが、何を目的に翠ペイを導入したか、お

考えをお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

おはようございます。 

お答えいたします。 

一番の翠ペイ導入の目的は、地域内経済の循環、地元消費の促進というところであります。 

また、コロナ禍において、キャッシュレス化というのも国でも推奨してまいりました。また、デ

ジタル化というのも同様かと思っております。そういったところも含めて進めてまいりたいといっ

たところから、導入してまいりたいというものでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

市としては、翠ペイを使ってもらい、市内でお金を使っていただきたい。市内経済の好循環を生

みたい。 

一方で、利用する市民は、使えるところが少ない、お店側は、加盟するメリットが少ないと感じ

ているのが現状であると思っております。お互いの思いを理解し、進めていく必要があると思って

います。 

導入から１か月と始まったばかりの事業でありますが、こうした状況を市としては現状、どう受

け止めていますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

２月２５日現在で２０２店舗の加盟店から加盟をしていただいております。加盟店の数は、運用

開始の時点で２００店舗を目指していきたいと、説明会の中でも申し上げてまいりました。説明会

の中では大変厳しいといいますか、なぜこれをやるんだと。今ほど議員おっしゃられたような質問

を頂いたりする中で、いろいろな方から質問を頂いて、にもかかわらず、こういった数字に、加盟

店の方からは本当に地域内経済の循環というところをご理解いただいて、ご加入いただいたのかな

というふうには考えているところであります。 

しかしながら、当初の加盟促進キャンペーンのほうは、今、議員おっしゃられるとおり若干の苦

戦をしているところかというふうに分析はしております。当初の目標よりも、おおむね会員数、利

用者数のほうが伸び悩んで、４分の１程度といった状況でありますので、引き続き利用促進であっ

たり、様子見というところもあったかと思っておりますので、もう少し利便性が高いんだというと

ころだとか、そういったところのＰＲに努める中で、利用者数、また、加盟店の数についても引き

続き増えるように努めてまいりたいというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

以前の一般質問でも取り上げさせていただいたんですけれども、翠ペイに現金をチャージすると、

半年後にそのチャージした現金・マネーが、失効してしまうという現状について質問いたしました。

今回の利用促進キャンペーンのようなプレミアムポイント、また、チャージ時の１％のポイント、

今後、予定されている様々な行政ポイントについては、ボーナスポイントであり、現状どおり付与

されてから半年で失効する期間限定ポイントとして扱って問題ないというふうに私も思っておりま

すが、現金のチャージ分、マネーですね、ここでいう、マネーは、失効することなく、残るように

していかなければなりません。現状だと３万円キャンペーンで入れましたけど、半年後には、その
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３万円が使わなければなくなってしまうという現状なんですよね。これをどうにかして撤廃しない

といけないと思ってるんですけれども、先ほどもご答弁でありましたが、資金決済法の縛りがある

というところなんですけれども、以前の答弁では、それをクリアして運用していきたいというふう

な説明がありましたが、どうすればそれをクリアできるのか、また、現状でクリアできそうなのか

伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

資金決済に関する法律によりますと、利用者を保護するといったところが主な目的になっている

というもの、法律でございまして、そのためには、こういった地域通貨などを発行する団体が法人

化するなど、運営者側の組織・体制がしっかりしていること、整えるということが必要になってま

いります。例えば加盟店への支払いに対する監査の体制ですとか、情報セキュリティー、また、コ

ンプライアンスといった体制もチェック項目ということになってまいりますので、そういったとこ

ろを既存の体制でどこまで整えられるのか、また、人員増加が必要なのかといったところも含めま

して、新潟財務事務所、そこと協議を進めているところであります。市としても、何とか６か月の

縛りといいますか、有効期限というのを撤廃する方向では取り組んでまいりたいというふうに考え

ておりまして、クリアするべく協議を進めているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

私の知る範囲の話でありますが、市民の方が翠ペイを利用しない理由として上げられるのが、今

ほど話した、この失効することについてです。今ほど、前向きにやっていきたいというふうにお話

ありましたが、改めて有効期限の撤廃に向けて、全力を注いでほしいと思うんですけれども、姿勢

をお聞かせいただければうれしいです。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

今ほども申し上げたように、市としては６か月の有効期限をなくすという方向で、経費ですとか

人的体制といった様々な課題をクリアするように協会内でも調整してまいりたいというふうには考

えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

ぜひともご尽力よろしくお願いいたします。 
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今度、会員、翠ペイ利用者ですね、今現状、アプリのほうが、昨日のお話だと９５０人ほどに、

利用者まで伸びていて、アプリが６００ぐらい、カードが３００、４００手前ぐらいなのかなとい

うふうに思っておりますが、アプリ会員の方には、今ほどのマネーであったりポイントが失効する

前には、失効しますよという通知が行くようになっているというふうにあったんですけれども、カ

ードの方には、そういった通知というのはあるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

カード会員につきましては、残念ながらアプリ会員のようなプッシュ通知といいますか、アプリ

ですとスマホのほうに有効期限が来ますよといった通知があるんですけども、カード会員について

は、そのようなお知らせする方法というのはございません。残念ながらないので、振興協会のホー

ムページなので、例えば２月にチャージした分であれば、７月に有効期限が来ますよといった形で

周知はしていきたいというふうには考えているところであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

周知できますかね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

残念ながら、カード会員の皆様方には、個人的に有効期限をお知らせするという手だてがないと

いうことが現状でございます。 

したがいまして、協会のホームページなどを通じて周知を図ってまいるといったことに対応とし

てはなってまいるというものでございます。なるべく早めにお使いいただくですとか、そういった

周知も事前にはできると考えておりますので、有効期限前にご利用いただけるような取組というの

も、併せてやっていきたいというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

私の思い込みだったら申し訳ないんですけれども、カードタイプのほうが、ご年配の方が利用多

いんじゃないかなというふうに思うんですけれども、カードタイプの年齢配分とかというのは分か

りますかね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

申し訳ございません。全体の数字ということでしかちょっと把握はしておりませんで、一番多い

ところですと、そうですね、アプリも含めてなりますけれども５０歳代が一番多くて、その次が

６０歳代、その次が４０歳代といったところが利用者の層としては多いといったところになります。

当初にお申し込みいただく段階でも、年齢層につきましては任意回答というふうな形にさせていた

だいておりますので、その点はご了解いただきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

特に、アプリ会員も考えられるんですけれども、カード会員の方においては、なおさら、自分の

入れたお金がない、どうなってるんだというようなことが半年後に起こるんじゃないかなというふ

うに思っておりますので、先ほど来お願いしている有効期限の撤廃というのを、ぜひともよろしく

お願いいたします。 

続いて、（２）についてなんですけども、今後もキャンペーンを打っていくということだったん

ですけれども、先日、第２弾キャンペーンの案内要項を見させていただきました。商工会の経済連

ですかね、経団連が出してるものだったんですけれども、今回、その第２弾キャンペーンは、翠ペ

イの利用促進と、能登半島地震による飲食・宿泊業の消費喚起として１人３万円上限のプレミアム

率は１５％、今回対象となっているのは、飲食業、旅行業、宿泊業となっており、キャンペーンが

開催されるのが、歓送迎会の時期であるため私も効果的だと思っております。 

ですが、このキャンペーンを機に、今後、ほかの事業体、業態の人も相当ダメージを受けている

と思うので、そういった方も対象とした利用促進キャンペーンを展開していくことを検討いただき

たいんですけれども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

おはようございます。 

お答えさせていただきます。 

能登半島地震に対します経済対策と翠ペイへの普及促進に向け、今回、翠ペイアプリを活用しま

した事業を２つ計画しております。 

詳細につきましては、予算の関係もあることから、３月６日に開催されます建設産業常任委員会

で詳細のほうはお示ししたいなとは思っておりますが、一つは、今ほど阿部議員が説明いただいた

事業でございます。糸魚川経済団体連絡協議会が予定しております、どちらかといいますと市民向

けのプレミアムポイントを付与します市内消費喚起事業でございます。 

もう一つは、今考えておるのは、糸魚川市観光協会によりまして国の北陸応援割キャンペーンに

合わせて予定しております、電子クーポン等を付与します観光誘客事業でございます。 
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いずれにしましても、利便性を向上させまして、翠ペイ等の利用促進を図ってまいりたいなとい

うふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

このキャンペーンの詳細を見ますと、アプリタイプの利用者のみを対象となっております。カー

ドタイプの利用者は、キャンペーンに参加できないというふうにありますが、アプリ利用者のみを

対象とした理由はいかがなのか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 

お答えいたします。 

１つ目の市内消費喚起の事業につきましては、アプリのみを対象とした理由につきましては、

４点ございます。 

１点目は、やはりアプリ上でアナウンスができる、皆さんに通知することができて、タイムリー

に経済対策が可能なこと。 

２点目は、先の、誕生記念１５％トクしちゃおうキャンペーンがありましたが、それは、どちら

かといいますと高齢な方の利用率が高い食料品や日用品の購入が想定されておりました。今回のキ

ャンペーンにつきましては、その利用者と異なる利用者層を考えておりまして、対象業種がスマホ

の利用者が多い傾向にあるというふうにつかんでおります。 

３点目につきましては、店舗側では、アプリ利用者が、初期投資がかからずに取り組みやすいな

ということです。 

４点目につきましては、セブン銀行でのＡＴＭでは、カードタイプには複数の種類のマネーのチ

ャージが、システム上できないという点がございます。 

これらを考慮しまして、アプリのみとさせていただきました。 

また、もう一つの観光誘客事業につきましては、基本的にターゲットは市外の方でございます。

市民以外につきましては、カードの発行はしておりませんので、宿泊施設、現地での２次元コード

の読み取り方式による機械的な制約になるものでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

詳細にありがとうございました。以前の質問の中でもご答弁で、最初はカードから入っても、な

るべくアプリへ移っていただきたいというふうな説明ありました。それになぞっての取組なのかな

というふうに思っていたんですけれども、今現時点でも、アプリ会員が、特典が多く受けられると

いうのが特徴です。今後、カードからスマホアプリのほうに移っていただきたいというふうに現状
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も思っていて、そういうふうな取組を進めるんであれば、そのことを明確にしていく必要があると

思うんですけれども、いかがお考えですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

おっしゃるように、カードタイプについては、すいません、市長答弁の中でもお答えをさせてい

ただいたように利用できる店舗が限られるといったところであったり、先ほどの有効期限の通知だ

ったりと、幾つかの場面でやはりデメリットというのが出てまいります。アプリ会員が増えること

でお店側も、例えば決済端末を準備する必要はないだとか、また加盟する際のハードルというのも

下がってくるのかなというふうには考えております。 

国も進めておりますデジタル化、キャッシュレス化を進めるといった中でも、徐々にではありま

すけども、議員おっしゃられるように、アプリ会員のほうに移行していただくような取組というの

をやっていきたいというふうに考えております。 

一応、ただ、デジタル化がなかなかなじめないといった方もおられるので、当初の段階では、カ

ード会員も準備させていただいて、なるべく多くの皆さんから翠ペイをご利用いただきたいといっ

た趣旨で進めてまいったというものではございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

カードからアプリに移ってお得キャンペーンみたいなのはどうですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

ちょっと即答はできませんけれども、そういったご提言ということで受け止めさせていただいて、

協会のほうで、また、ご意見として検討させていただきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

次の質問にもつながるんですけど、今後、スマホ教室などを通じてやっていきたいというふうに、

昨日、田原洋子議員の質問の中でご答弁あったんですけれども、講師となる人に対して、翠ペイの

使い方講座、スマホ教室の中で翠ペイの使い方講座も考えていくというふうにご答弁あったんです

けれども、講師となる人に対して、行政ポイントの付与等も考えていくのはどうかなというふうに

思いました。翠ペイの利用者が簡単に使えるようにして、また統一した使い方というんですかね、
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カードには通知行かないけどアプリには行くとかというのだとやっぱり今後トラブル出てくるのか

なというふうに思いますので、本当にお年寄りが簡単に使えるように手を差し伸べていくというの

も一つ、取組の一つかと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

次に、加盟店を増やしていく取組についてお聞きいたします。 

加盟店は、ほぼ当初見込みの数字であるというふうにありましたが、私としては、市内共通商品

券が使えるお店では、翠ペイが使えるように整備していただきたいと思っております。そのために

はどんな取組が必要だと考えていますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

当初の段階で、なかなかこの翠ペイという取組について、ご理解いただけた店舗については

２００店舗ほどあったというふうな理解をさせていただいておりますけれども、現段階では、やは

り様子を見られているという店舗もあるのではないかというふうには感じております。引き続き利

用促進に努めてまいりたいと思っておりますが、レジの、会計の際での一手間ですとか、基本的に

店舗のＰＯＳレジとの連動に費用がかかると、経費がかかるといったところで、今回の翠ペイの導

入に至らなかったといったお話も聞いておりますが、引き続き加盟店から加入いただけるよう、理

念の説明をさせていただきながら、普及促進を図ってまいりたいというふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

私の知る範囲でありますが、加盟店加入促進キャンペーンが終わったら、翠ペイの取扱いをやめ

ると言ってるお店があったり、１年後には手数料が発生するから今も入らないんだよというお話も

聞いております。手数料を下げる検討というのもしていただきたいと思うんですけれども、それが

無理であるのなら、加盟店が手数料引かれても、それでも十分メリットと感じられる取組を推進し

ていく必要があると思います。それはやっぱり利用者がお得と感じることが、それ一つだと思うん

ですけれども、少なくとも翠ペイが市民に定着するまでは、継続したキャンペーンを連続で打って

いく必要があると思うんですけれども、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

今ほどの換金手数料といったところかと思います。 

令和７年の３月２１日以降はご負担いただきたいといったことで、説明会の際にも説明させてま

いってきております。加盟店の皆様には、キャッシュレス化ですとかデジタル化といったところを

享受いただけるよう進めるとともに、そもそもの地域内経済の循環、地元消費の促進といったとこ

ろを、ぜひともご理解いただけるように努めてまいりたいというふうに思っております。 
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今までおっしゃられたようにキャンペーンというのも効果的な利用促進、加盟店の増やす手だて

になろうかと思いますので、引き続き今後も実施するように取組のほうは検討してまいりたいとい

うふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

また、ほかからこういった意見聞かれてるかどうかはあれなんですけれども、加盟しない理由と

して、精算についてお話ありました。毎月、現状５日と２０日の２回が精算のタイミングなんだけ

れども、今でもキャッシュカードを取り扱っていて、今後、翠ペイも導入すると月２回の精算だと

お店が回らんというふうなお話あったんですけれども、例えば月３回の精算にすると、どういった

負担が運営のほうで、市のほうですよね、市のほうで負担や課題が生じるのか、また、これについ

て改善できる余地があるのかどうか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

具体的に、その精算についてのご意見というのは、まだ、協会ですとか市役所のほうには、まだ

届いてないといったところでございます。近々、また幹事会等もございますので、そういった中で

も確認はしてまいりたいというふうに思っております。 

そもそも精算の回数を２回とさせていただいたことにつきましては、協会内で議論する中で、金

融機関さんでの手数料がかかるといったところを踏まえて２回という回数でスタートをさせていた

だいているものでございます。これから具体的に加盟店への振込手数料がどれぐらいかかったのだ

とか、また、どういう手間がかかっただとかいったところが出てきて、それを検証するといった形

になってまいりますので、そういったところも引き続き検証をして、協会の事務量といったところ

も改めて確認して、協会内のほうで、どのような対応が取れるのか、また取れないのかといったと

ころも検討してまいりたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

よろしくお願いいたします。 

この第２弾キャンペーンについてですが、商工会に入っている店舗には通達されているようです

が、商工会に入っていない店舗にはどのように周知していくのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大西商工観光課長。 〔商工観光課長 大西 学君登壇〕 

○商工観光課長（大西 学君） 
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お答えさせていただきます。 

先ほどご説明させていただきました２つのキャンペーンともに、現在３月６日の建設産業常任委

員会でご報告後、一般向けの情報提供をする予定で準備のほうは進めさせていただいております。

事業実施主体のホームページや市のホームページ、また、プレスリリース等でアナウンスをさせて

いただく予定としております。 

また、市内消費喚起のキャンペーンにつきましては、対象業種は限られますが、参加店舗は随時

申込みが可能でございますので、多くの店舗の皆様からご参加いただき、ご利用いただきたいなと

いうふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

私も多くのお店が入ってくれることを祈念しております。 

また今後フレイル予防ポイントやボランティア参加に対してポイントを付与する行政ポイントを

発行していく方針でありますが、これについて積極的に推進のほうをしていただきたいと思います。 

そういった取組の一つとして、健康増進の取組が一つ上げられると思います。市内にも健康増進

を目的とした施設はぴねすがありますが、現状、加盟店になっておりません。はぴねすでも翠ペイ

が使えて、利用した人は健康ポイントがたまる。そんな取組が必要であると考えますが、担当課と

して、お考えはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

池田健康増進課長。 〔健康増進課長 池田 隆君登壇〕 

○健康増進課長（池田 隆君） 

はぴねすのほうに、具体的にそこら辺確認したことがありませんので、今お話を伺って、いま一

度はぴねすと話合いをしてみたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

よろしくお願いいたします。 

続いて、（５）についていきます。 

その翠ペイ第２弾キャンペーンの通知とともに、令和６年６月末をもって市内共通商品券の発行

終了が発表されました。今後は、翠ペイによる贈答用のカードを発行すると書かれていましたが、

このカードを子ども誕生お祝い事業対象者に贈呈していくのか、また、発行された利用者は、どの

ように使えるのか、贈答用のカードとはどういったものなのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 
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○企画定住課長（中村淳一君） 

お答えいたします。 

贈答用のカードにつきましては、２次元コードが印刷された券になるというふうなところまで聞

いておるところでございます。具体的に、こういうカードタイプになるのか、もう少し今までの商

品券のような形のものになるのか、そういったところは、これから正式に決まってくるものという

ふうに思っております。それを翠ペイ加盟店舗で読み取っていただいて、翠ペイとして利用できる

といったもので考えられているものというふうに聞いております。 

子ども誕生お祝い事業等で使えないかといったところにつきましては、子供にかかる費用ですと

か、生まれたお祝いといったところを達成できるようなチケットになるようなというところが大切

なんだろうなというふうに考えておりますので、子育て用品が購入できる店舗が加盟店であるだと

か、また、利用者数だとか、そういったところも勘案しながら庁内でも検討してまいりたいという

ふうには考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

今ほど読み取るというふうにおっしゃったんですけれども、カードタイプが使えるお店じゃない

と使えないような仕様になる感じなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

企画としてはそのようなものになると。２次元コードが記載されていて、それを店舗側で読み取

っていただくといったものになるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

カードタイプが使えるお店が少ない現状において、もう少し何ていうんでしょうかね。だと、な

おさらやっぱりみんなにカードタイプが使えるようにお願いしていくしかないんじゃないかなとい

うふうに思うんですけれども。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

阿部議員のほうで、子ども誕生お祝い事業のお祝い品として提供されるといったことでお考えだ

とすると、おっしゃるとおりなのかなというふうに思っております。 

ですので、先ほど申し上げたように、どういう店舗で使えるのかといったところですとか、そう
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いうところを勘案しながら、お祝い事業に使う場合には検討が必要ということで考えているもので

ございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

子ども誕生事業、お祝い事業のほうは、お子さんの誕生を祝って、子育て世帯の負担軽減を目的

としたいい事業だというふうに思っております。 

昨日、嶋田課長のほうから答弁ありましたが、対象となる方々からは、子育てに必要なものを販

売する、あのお店で使えればというふうなお話も複数頂いております。市としてもそういったご意

見というのを把握していると思いますが、子育て世帯が望んでいるお店のあぶり出しと、そのお店

と直接話をして、加盟してもらうというような取組はいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

議員からも以前からおっしゃっていただいてるように、子供の医療品ですとか子育て関連の商品

を取扱う店舗といったところ、また、それ以外にも大手のチェーン店なども、振興協会の中で手分

けをする中で、それぞれ加盟の依頼というのを行わせていただいております。先ほども申し上げま

したレジの手間ですとか、独自のキャッシュレス決済、ＰＯＳレジなどがあってといったことから

断られたといったケースもございますし、そもそもやはりチェーン店なんかですと、支店といいま

すか、そこの個別の店舗ではなかなか決めかねると。本部で検討するといった中で、加入を今の段

階ではいただけてないといったところがあるものでございます。引き続き、加盟店の獲得に向けて

は、そういった取組を進めてまいるということで進めてまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

翠ペイを使われている方からは、使えるお店が少ないといった声も頂いております。今ではネッ

ト注文で、通販であったり、市外に出かけたついでに買物をしたりする現状があります。大手のス

マホ決済が普及する中、この翠ペイは、地域のみで使える地域通貨であり、ある種、郷土愛で成り

立つものとも言えるかもしれません。より多くのお店に加盟してもらうことが利便性の向上につな

がりますが、糸魚川でしか食べられないものであったり、糸魚川でしか受けられないサービス、技

術もあると思っております。そういったところにも視点を向けて、利用促進、加盟店を増やす取組

を継続して行っていただきたいと思いますし、まずは、市役所職員の方が、現状９５０名というと

こなんですけれども、市役所職員の方でも１,０００名近くおられると思います。まず、市役所職

員が積極的に翠ペイを入れて、使ってもらうこと、併せて市内で消費してもらうことの重要性を市

民と共有して、共通した認識を持った上で、この翠ペイ、取り組んでいく必要があると思いますの
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で、そういったところもよろしくお願いいたします。 

続きまして、緊急災害時の対応について伺います。 

今回、多くの議員の方が質問していますが、私からは、海沿いに住む住民の避難についてをお聞

きしたいと思います。 

私の場合、田沢小学校が最寄りの避難場所であり、避難所となっております。地震の当日、私も

田沢小学校に避難いたしました。 

田沢小学校は、海抜１０メートルであり、ハザードマップでも津波の浸水がないとされています

が、住民のほとんどが、海に向かって避難することに違和感、不安を持っていることを実感いたし

ました。このほかにも市内には、海に向かって避難される地域の方もおられると思いますが、津波

ハザードマップで浸水が想定されていないところは、津波による浸水はないと判断してよいのか、

改めてお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

ハザードマップで色がついてない、浸水想定のない場所につきましては、１００％大丈夫とは私

の口からは言えませんが、シミュレーション上は浸水想定となっておりません。 

また、津波避難ビル、田沢小学校、避難所並びに津波避難ビルですかね、になっていますが、海

に向かっていくというのは、確かに心理的にどうかなというところはあるのは私も承知しておりま

す。そんなところで、そういったところは近隣の住まいの方が高いところへ逃げるといったような

考えで避難していただければというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

津波ハザードマップでは、浸水想定はないが、洪水ハザードマップでは、市内の河川沿線におい

て、浸水が想定される場所もあります。津波ハザードマップについては、川を津波が遡上してくる

ことも想定されたマップとなっているのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

平成３１年に発行されましたハザードマップにつきましては、姫川、海川、それから田海川、こ

れが河川遡上をシミュレーションしたハザードマップになっておりますので、例えば田海川であれ

ば、流域といいますか、川に近い地区が浸水する想定となっております。 
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以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

今回、多くの方が高台を目指し、避難されました。中には、今ほどありました田海川や姫川の橋

を渡って避難された方もおられました。大津波警報が出ている際に、この橋を渡る危険性について

は、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

今回の海岸部の聞き取り調査の結果、避難した場所を聞くと、確かに橋を通っていたなというこ

とで、例えば橋が地震により損壊していたり、あるいは津波が遡上してきた場合には、当然、避難

経路としてはよろしくないのかなといったところで、そこにつきましては、各地区の皆さんと今後、

適切な避難場所、避難経路を選定いただけるように、進めていきたいと考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

海沿いに住んでいる方、山沿いに住んでいる方、同じ地域でも、それぞれ地域によっては、同じ

住民でも、それぞれ避難の仕方が異なるということを実感いたしました。 

具体的に申しますと、高台へ避難が必要な人、垂直避難でいい人、避難の必要がない人、また、

原則徒歩での避難となっていますが、車を使わなければ５分以内に避難場所、あるいは高台に行け

ない人、今でも自身が取るべき行動に不安を抱えている方もいると思います。混乱を最小限に抑え

るためにも、改めて自主防災組織や自治会をはじめとした市民に対し、それぞれが取るべき行動に

ついて、アドバイス及び周知していくお考えはありますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

今回の地震を受けて、市民の皆さん非常に経験と言ったらちょっと語弊あるかもしれませんが、

そういったところで皆さんやっぱりこの地震を受けて、避難の必要性というものを感じ取ったとい

うふうに、私、受け止めております。このタイミングを逃せば、また時間が経過していけば、地

震・津波に対する避難というものを忘れるといいますか、そういったことになろうかと思いますの
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で、このタイミングというのが非常に大事だと思いますので、一つ一つではございますが、取組を

進めてまいりたいと考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 

○２番（阿部裕和君） 

６月には、今回の能登半島地震を想定した訓練を予定しているということでしたが、今までの訓

練というのは行政と地区住民とやっていたと思うんですけれども、今回、田沢小学校避難いたしま

したが、今回の地震を受けて、学校関係者から、地域と行政で今は訓練してるんだけれども、学校

も入って三者で取り組んでいくのはどうかというふうにお話ありました。学校の先生、いろんなと

ころ行かれとるんで、県内のあそこでは学校も入ってこういうふうにやってるよというふうなアド

バイスも頂きましたが、今後、市内のほぼの小学校が、多分、津波避難の指定場所になってると思

うんですけれども、今後、学校も含めて訓練していくこと、市としてはいかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

ご提言ありがとうございます。やっぱり小学校もそうですし、また、事業所等も皆さん加わった

訓練をすることが大事かと思います。 

そんな中で、以前、小学校にお声がけして、実際、防災訓練のときに参加いただいた、少数では

ございましたが参加いただいた、あるいは地区の訓練に参加してくださいといったことで取り組ん

だこともございます。そんな中で今のご提言、お聞きいたしましたので、また訓練に取り入れるよ

う進めてまいります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

大変申し訳ございません。先ほど翠ペイの質問の際に、贈答用のカードの発行を２次元コードが

ついたもので、そのお店で、そういう読み取るお店でしか使えないというお話をさせていただいた

んですけれども、そのコードを、スマホアプリ会員の皆さんは、そのコードを読み込んで使えるタ

イプにしていくように検討を進めているところでございます。 

失礼いたしました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

阿部議員。 
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○２番（阿部裕和君） 

承知いたしました。ありがとうございました。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、阿部議員の質問が終わりました。 

暫時休憩いたします。 

再開を１５分といたします。 

 

〈午前１１時１０分 休憩〉 

 

〈午前１１時１５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、田中立一議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 〔１２番 田中立一君登壇〕 

○１２番（田中立一君） 

市民ネット２１、田中立一でございます。 

発言通告にのっとって、一般質問を行います。 

１、能登半島地震の検証と今後の対応について。 

１月１日の能登半島地震では、糸魚川市内も最大震度５強を観測する地点もあり、各地で甚大な

被害が発生した。 

いまだに余震と見られる揺れも続いており、さらに「佐渡沖には今回の地震で動かなかった断層

もあり、今後大きな地震が発生してこの断層が動いた場合、非常に短時間で大きな津波が寄せる可

能性がある」と警告を発している専門家もいる。 

今回の地震を検証し、今後の地震とそれに伴い発生する津波への対応に備え、どのように取り組

むのか以下伺う。 

(1) 警報の発令について。 

① 避難指示について、今回発令しなかった理由を伺う。 

② 避難指示発令の基準見直しと対応を明確にすべきと思うが考えを伺う。 

(2) 公共施設の耐震性及び安全性について。 

① 公共施設の耐震調査はできているか。特に地震及び津波対応で指定されている避難場所

と避難所についてはどうか伺う。 

② 今回の地震で課題となっている液状化について、発生する可能性があると思われる土地

の把握とその地盤調査に対する考えを伺う。 

③ 同じく課題となっている擁壁の「空積み」について、同様の調査を行うか考えを伺う。 

(3) 避難場所及び避難所について。 
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① 避難場所に指定されている施設に入れないで混乱が見られた。また中に入れても寒さで

風邪を引かれたなど、体調を崩された方や情報がなく不安だったという話も聞く。どのよ

うに改善するか考えを伺う。 

② ペットの同行避難について。 

  今回の地震によるペットの同行避難についての状況と避難場所での対応をどのように把

握しているか伺う。 

(4) インクルーシブ防災について。 

① 糸魚川市のインクルーシブ防災についての基本的な考えを伺う。 

② 今回の地震で明らかになった福祉施設及び入居者の安全確保で課題と対応を伺う。 

③ 福祉避難所の設置についての考えを伺う。 

２、能登半島地震の一次産業への被害について。 

農林水産業へ与えた被害と影響について、以下伺う。 

(1) 農道や農地、用水等への被害と春の耕作への影響について。 

(2) 林道や林野の崩落等の被害と影響について。 

(3) 漁港、漁船、漁具等の被害と漁獲高への影響について。 

３、能登半島地震による文化財及び神社等の被害と対応について。 

(1) 市内文化財の被害状況を伺う。 

(2) 各地の神社で建物や境内に被害が多く見受けられる。地域住民が集まったり、よりどころ

となる重要な施設であるが、集落は過疎化・高齢化が進み、復旧が重い負担となっているが、

被害状況の把握と対応について、考えを伺う。 

以上、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

田中議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目の１つ目につきましては、日本海側の津波は、到達する時間が短いという特徴が

あり、避難指示を待つことなく避難するよう、防災行政無線等により呼びかけたものであります。 

２つ目につきましては、津波警報以上が発表された場合は、まずは、より高いところへ避難いた

だくよう周知しております。 

２点目の１つ目につきましては、法律で耐震診断が義務づけられている公共施設は、避難場所や

避難所も含め、診断が済んでおります。 

２つ目と３つ目につきましては、今後、詳細な調査を行ってまいります。 

３点目の１つ目につきましては、避難場所が市の施設である場合は、希望する地区に鍵の保管を

お願いし、職員以外でも解錠できるよう進めております。 

また、課題につきましては、地区と協議を行ってまいります。 

２つ目につきましては、ケージをお持ちでなかった方やペットと車の中で待機された方もおられ

たと聞いております。 
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４点目の１つ目につきましては、避難行動要支援者避難支援プランにより、取組を進めてまいり

ます。 

２つ目につきましては、各施設において、災害の種類や規模に応じて実効性を確保できるよう、

災害時行動マニュアルの見直しや訓練を実施していただくよう指導してまいります。 

３つ目につきましては、福祉避難所を含め、より安心して避難できるよう体制づくりを進めてま

いります。 

２番目の１点目と２点目につきましては、畦畔の決壊や農道のり面の崩壊、林道への落石等の被

害を一部確認しておりますが、積雪により全ての確認はできておりませんので、確認ができ次第、

春からの耕作や森林施業に支障が生じないよう、早期の復旧に努めてまいります。 

３点目につきましては、漁港護岸の破損や漁船の損傷、漁具の流出等の被害を確認しているとこ

ろであり、漁獲等については、今後の推移を注視してまいります。 

３番目の１点目につきましては、市内の指定文化財について聞き取り調査を実施し、６件の被害

を確認しております。 

２点目につきましては、行政からの補助制度はございません。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

今回、能登半島地震関連について、発言通告を見て、ご覧のとおり、これ１本で通告させていた

だきました。といっても、もう一般質問３日目で、１２番目となったということで、私の中での当

初の予定が大きく変わりました。できるだけ同じ質問は避けて、別の角度といいましょうか、視点

からやらなければなと思って頑張りますので、皆さんお付き合いのほう、よろしくお願いいたしま

す。 

それで、まず、全員協議会で避難指示の発令についてなんですけれども、避難指示について、全

員協議会で私は何で発令しなかったかということを伺ったら、市民の混乱を避けるため、また、そ

の後のいろんな委員会での質疑では、津波警報により皆さんがご自身で身の安全を確保していただ

く。避難指示を発令する際には、避難する範囲などを決めてからということなので時間がかかると

言われたんですけれども、このときの、まず、冒頭の混乱というのは、どのようなことを想定され

ての混乱だったんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

混乱を避けるというのは、私、答弁したというふうに記憶をしております。そんな中で、Ｊアラ

ート、地震・津波発生した際に、皆さん適切なといいますか、高台を目指して避難行動をしていた
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だいている。その後で避難指示というキーワードで、過去にもこの地震・津波ではないんですが、

例えば大雨の際に避難指示という言葉を聞いて、実際には自宅にとどまっていて正解だったんです

が、屋外へ出たためにけがをされた、あるいは亡くなられたと、これ県外の事例なんですが、そん

なことがちょっと頭をよぎりまして、市民が混乱するんではないかといったようなところで、市長

から、ご判断いただき、避難指示を発令せず、最初の地震・津波情報により、避難をいただいたと

いったところです。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

分かりましたけども、避難指示の発令は、私は市長マターかと思っているんですけれども、ちょ

っとその辺の確認をさせてください。今、消防長から答弁いただいたんですけれども。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

避難指示の発令につきましては、災害対策基本法に基づきまして、市町村長が発令をするという

規定になっております。 

ただ、市長が全部判断するというのはなかなか難しいところもあろうかと思いますので、やはり

市長に助言といいますか、する職員というのも必要ですので、そういったことで市長に進言いたし

まして、判断いただいたといった流れになります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

それで、避難指示を発令した場合と発令しない場合とで、市の対応というのは何か違いがあるん

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

避難指示を発令する場合には、全員協議会でしたか総務文教常任委員会でしたか、まず、対象範

囲を決定し、避難所確保した上で発令、それが同時進行になる場合もございますが、そういった流

れで避難指示を発令することになっております。 
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以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

避難所ですか、避難場所じゃなくてね、ちょっと今その辺の混乱が、これまでの質疑の中で随分

あるんですけれども、今は避難所と言われたように私聞こえたんですけれども、結局、避難指示を

出さなかった場合の、今までこれ何人かの議員がやり取りした質疑の中で、非常に何ていいましょ

うか、出さなかった場合による混乱というものが非常に多かったように思うわけです。最初の答弁

による、命がどうとか部屋とかと言われるとどうしようもないんですけれども、やはりそれを踏ま

えた中で避難指示が出せる状態が大事じゃないかなと。いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

避難指示、当日は避難指示を発令しませんでしたが、その対応につきまして、私１００％正しか

ったとは言い切れません、結果、やはり逆な混乱を招いたというのもございますので、そんな中で、

今後につきましては、ほかの議員の皆様にお知らせしたとおり、まず、地震・津波が発生した際に

はＪアラートで自動的に放送する。その後、職員によりまして、防災行政無線、あるいは安心メー

ルによりまして、その際に避難指示を発令させていただく。 

ただ、避難指示を発令する場合には、対象地区がどこなのかといったことが分からない。また防

災行政無線で地区を、例えば１０何か所言っていたんでは、最初のほうが分からないといったこと

もありますので、あらかじめ指定させていただき、地区にもお知らせした中で、避難指示というキ

ーワードが出たら避難しなければいけないとか、そういったような対応を今、検討しておるところ

です。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

県内には１２の市町村が沿岸部にあって、津波警報の発表によって避難指示を出したのは、新潟

市、上越市、新発田市、柏崎市、佐渡市、出雲崎町の６市町。逆に、避難指示を出さなかったのは、

長岡市、糸魚川市など６市町村と言われます。 

その中で、長岡市は、いち早くこの地震の後、避難指示を発令する基準を津波警報以上と定める

とともに、自動音声などで避難を呼びかけたことをもって避難指示を発令したとする運用に変更す

ると発表しました。これによって、発令の手続を行う時間を短縮して、基準を明確化したというふ

うに報道にありました。 
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糸魚川市は、距離も面積も海に近いところがたくさんありまして、なおかつ今回のような震源地

との距離も新潟県の中で一番近いんじゃないかと思うわけですけれども、これの対応について、こ

れでよかったのかどうか、もう一度伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

議員おっしゃられる６市町村が出した、６市町村が出さない、出さない中には糸魚川市も入って

いると、報道等で存じ上げております。そんな中で、やっぱり避難指示を出した場合に、いかに避

難しなければいけない方から避難していただくか、これが大事になりますので、長岡市、本当行っ

ている取組、発表される前に、実はこういったこともできないかなといったところを考えておりま

して、また、市長、副市長にも相談していたところなんですが、糸魚川市独自の形になろうかと思

いますが、早急に検討いたしまして、そのような取組を進めていきます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

ぜひこういう取組を参考にして、やはり瞬時に出せる体制、明確化が必要なんじゃないかなと思

います。今もう今回のことは、別に批判しているわけでもなくて、今後の中で、やはり早く指示を

出して、早く避難場所、避難所を設定して、安全に市民の安全を守るということが大事だと思いま

すので、今、副市長と話をされているということなので、今後の対応に期待したいと思います。 

同じことの繰り返しの聞き方になるかもしれませんけれども、結局、避難指示が出なかったため

に避難していった場所で、市民と、あるいは市役所の職員との間にいろんなやり取りがあった。避

難場所を開けてあったりとか開けてなかったりとか、トイレが使えたとか使えなかったとか、ある

いは、また職員との間の温度差や何かを考えの違いが結構見受けられたんですけども、その辺の把

握というのはされてますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

全てではございませんが、海岸沿岸部の聞き取り調査の中で、今、議員おっしゃられた職員との

というような話は聞いております。そんなところで、職員も全てが勤務諸所に登庁していたわけで

はありませんし、また地元に残って避難所対応されたといったような職員もいたとも聞いておりま

す。そんなところで、今後、職員の体制、要は避難された方とトラブルまではいかないんですけど

も、そういったことにならないような、また体制をつくっていかなければいけないと考えておりま
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す。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

職員の方もね、元日早々のあれで大変ご苦労されて、大変なことで、何て言ったらいいのかな、

状況だったということは理解しておりますし、今後において、こういった基準等を見直したり、発

令の在り方を見直す中で、職員、あるいは市民のほうに周知する努力というものも、また改めてや

っていかなければいけないかなと思いますので、その辺よろしくお願いします。 

（２）の公共施設の耐震性。 

当たり前のことを確認しますけれども、公共施設に限らないと思うんですけれども、建物を新築

する場合は、耐震基準というものを必ずクリアして建てているというふうに理解してよろしいでし

ょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

新しく建物を建てるですとか、今ある建物をある程度一定規模以上に大幅に改築するとか、そう

いう場合には、今の建築の基準で、その建物の構造が成り立ってなければいけませんので、そうい

う意味では、新しく建てるときには今の耐震化、今は２０００年基準と言われておりますけど、そ

の基準で建てられているというふうに一般的に理解してよろしいかと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

先ほどの市長答弁では、全部耐震診断が済んでいるというのは、いつの耐震基準に合わせてある

んでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山口財政課長。 〔財政課長 山口和美君登壇〕 

○財政課長（山口和美君） 

お答えいたします。 

今把握しておりますのは、昭和５６年に新耐震基準ということで一斉に通知等がございまして、

また、国のほうからも指示がありまして、確認するようにということで、また報告義務も課されて

おりました。平成２５年にも耐震の改修促進法の改正がございまして、そこで耐震診断を行い、報
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告の義務づけという形でなされておりましたので、今の基準としては、２５年のときに把握をした

もので今考えております。 

すいません、平成２５年のときに一斉に報告義務がございましたので、そこで調査のほうをかけ

た内容になっております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

平成２５年、いわゆる２０００年ですか、の耐震基準に全部合ってるということですね。すいま

せん、はっきりそれだけ言ってもらえばいいんですよ。 

○議長（松尾徹郎君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午前１１時３６分 休憩〉 

 

〈午前１１時３７分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山口財政課長。 〔財政課長 山口和美君登壇〕 

○財政課長（山口和美君） 

失礼いたしました。 

平成２５年の基準で、調査のほうをかけさせていただいて、結果も公表させていただいておりま

す。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

それでは、発言通告に出してあるように、公共施設、ちょっと幾つか例を出して聞かせていただ

きたいと思いますけど、まず、能生地域ですので、能生地域の住民で、いろんな高台へ行ったんで

すけど、そのうちの一つが、太平寺にあります布引へ行ったわけですね。ここで布引グラウンドに

行って、野球場にあるトイレを使いたかったけど使えなかったという不満も聞いているんですが、

それはいいとして、その近くにある青年の館、これのほうは耐震基準は、じゃあ今のあれで、でき

ているというふうに考えてよろしいでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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山本生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 山本喜八郎君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（山本喜八郎君） 

お答えいたします。 

青年の館につきましては、建築されたのが１９８８年でございまして、新耐震基準後の建物でご

ざいますが、耐震調査につきましては、あそこの建物、ログハウス部分と一般の木造部分というこ

とで、木造部分については、平成２１年に耐震調査のほうをしております。ログハウスの部分につ

いては、調査のほうはしておらないような状況でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

半分調査して、半分してないということで、その調査も平成２１年、ということは、平成２５年

の耐震には、どうなっているかが分からないということでしょうか。さっきの話では、全部済んで

るという話だったんですが。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山本生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 山本喜八郎君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（山本喜八郎君） 

お答えいたします。 

青年の館の建物自体は、確かに平成２１年、今ほど私答弁したとおりなんですが、あそこの建物

自体が、今、避難指定場所及び指定所には指定されていない建物でございまして、確かに建築から

３５年たっておるんですが、今後につきましても、今の特に西能生地区の方々が、洪水ですとか土

砂災害のときの一時的な避難場所ということになっておりますので、建物については、私も注視を

して、しっかり監視等をしてまいりたいというふうに思ってます。 

また、耐震調査、今平成２１年にやったということなんですが、その平成２５年のときの基準と

どうなっているかというのも、しっかり確認をしてまいりたいというふうに思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山口財政課長。 〔財政課長 山口和美君登壇〕 

○財政課長（山口和美君） 

補足させていただきます。 

ちょっと私の先ほどの答弁もあやふやで申し訳ございません。 

新耐震基準につきましては、昭和５６年から新耐震基準という形になっております。平成２５年

には促進法、耐震改修促進法が施行されまして、そこで耐震診断を行い、報告しろという義務づけ

が行われましたので、それに基づいて報告をしたものになります。ただいま山本課長答弁いたしま

したが、それ以前に診断のほうはしてあるという形で捉えていただければと思います。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

いずれにしても、私もつい二、三年前でしたか台風のときに、うちの桂地区の住民が避難してい

きました。今回は地震だけども、今回も誰かが利用したんじゃないかと思うんですよね。やはりそ

こが指定してありませんとか、あるいは耐震基準のほうは半分だけですとか、そういうあやふやな

のでは、皆さんはそこを頼りにしていますし、今でも結構いろんな方が使っておりますので、早急

にその辺の調査と安心して使えるように、できるもんなら指定、またしてもらいたいなと思うんで

すけども、その辺の考えはいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山本生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 山本喜八郎君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（山本喜八郎君） 

お答えいたします。 

今ほど田中議員のほうからもおっしゃられたように、やはり施設をしっかり、健全な施設で運営

できるように、そういった必要な調査等は行ってまいりたいというふうに思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

よろしくお願いします。 

次に、市民会館なんですけれども、市のホームページでは、津波時の指定緊急避難場所７４か所

あって、その中に市民会館があるんですけれども、市民会館の耐震基準、あと、ほかにいろいろあ

るんだけど、全然表示丸になっていないんです。ほかのところは全部丸なんですけれども。これは、

耐震基準はどうなっているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嵐口文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 嵐口 守君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（嵐口 守君） 

市民会館はリニューアルいたしまして、耐震基準を満たしております。それで丸がついていない

というのは、この区分が緊急避難場所でしょうか、そのためだと考えられます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

それにしても、これ平成３０年ですので、リニューアルした後ですよね。こういうのはやっぱり、
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ちゃんとしっかり耐震基準ができているなら、しっかり示すべきだと思うんですけども、いかがで

しょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嵐口文化振興課長。 〔教育委員会文化振興課長 嵐口 守君登壇〕 

○教育委員会文化振興課長（嵐口 守君） 

もう一度、表紙を見直しまして、修正いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

やはりホームページ見ると、糸魚川市のホームページで糸魚川市の避難所、これを検索しますと、

すぐに糸魚川、青海、能生、各地域の避難所が、指定避難所が出てきます。その中で、ちょっと気

になったのが浦本地区公民館、それから中能生地区公民館がペケになっている。このことは確認さ

れていますでしょうか。 

○議長（松尾徹郎君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午前１１時４５分 休憩〉 

 

〈午前１１時４７分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お時間を頂き、大変申し訳ありませんでした。 

私、ホームページのほうを確認しないで今、地域防災計画の資料編を確認しまして、耐震基準が

丸になっていたものでしたが、今ホームページの内容を確認しましたら、確かに田中議員おっしゃ

るとおりですので、ホームページのほうは、早急に修正させていただきます。大変申し訳ありませ

んでした。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 
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そうなんですよね。ホームページのほうは、全然これ更新されていない。だから一致していない

んですよ。私もぱっと見ただけのもので、プリントアウトしてあれなんだけども、一個一個見ると

いろいろあるんじゃないかなと。 

中能生地区公民館は、最近新しくして、これ住所を見ると昔の建物ですね。浦本地区公民館のこ

とは、私よく分かりませんが、これ一致していない。それで、もう今まで気がつかないというこれ

は、ちょっと問題じゃないかなと。これは市外の人やなんかは、防災ハンドブック、あるいはハザ

ードマップを紙で渡される市民はともかくとして、市外の人や何かは、あるいはまた若い人たちは

みんなネットですぐ検索します。一致していないというのは、少し問題ですよ。どのように捉えま

すか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

今回の件も含めまして、ホームページの見直し、というのは遅れる、あるいは不一致ということ

はあってはならないことですので、今後、今後というより今から改善するように努めてまいります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

もう少しこれ続けさせてもらいます、申し訳ないけど。 

これは指定避難所の、あるいは避難所の検索で出たんですけれども、分かりやすくご丁寧に市の

ホームページを見ると、ｅマップがあって、それが地図に全部、避難場所が、あるいは避難所が分

かりやすく、これは丁寧にやってあるんですけれども、例えば能生体育館、これを私はぱっと見た

ときに、海抜が、能生生涯学習センターと同じ高さになってるからおかしいなと思ってクリックし

てみたら、昔懐かしい体育館の、上にあった体育館の画像が出てきました。今の能生体育館じゃな

いんです。たくさんあるから、恐らくほかにもいっぱいあるんじゃないかと思うんですけれども、

ｅマップの管理というのは、どうなっているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺 忍君登壇〕 

○総務課長（渡辺 忍君） 

お答えいたします。 

恐らくそのｅマップについても、いわゆる資料として古いデータがそのまま載っておるかと思っ

ております。大変申し訳ございません。 

ただ、この管理につきましては、やはり全部総務課でというわけにはいきませんので、各課にお

いて直したり修正をしてというふうにお願いしているところでございまして、先ほど消防長も答弁
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いたしましたが、いま一度、改めて確認を行った上で、新しいものに随時直していきたいというふ

うに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

中能生地区公民館も、それから能生体育館も、移動した場所はすぐ僅か、大体のところ分かるん

ですけれども、やはり不一致というのは、ホームページの中で、しかも市のバナーを貼ってる中で

あるというのは、しかも、特に東日本大震災以降、非常にこういう災害に対して敏感になっていて、

実際、今回のような災害が起こっているわけで、それからもう１か月、２か月たとうとしている中

で、さんざん、この３日間の間も、一般質問で皆さんほとんどみんな取り上げてくる。そういう状

況の中で、多くの人が見るであろう情報が一致していない、あるいは古くて全然更新していない。

ちょっと市の本気度が問われるんじゃないかなと思われるんですけども、これ明確にしっかり取り

組む言葉を責任ある立場の人が言ってもらいたいと思うんですけども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

では、私のほうからお答えさせていただきたいと思います。 

今回震災があって、いろんなところがありました。避難所のところも非常に数が多いというのも

ありますが、しっかり、この際ですので見直しをしっかりかけていくというのは、議員からご提言

頂いたことでありますので、改めてこの防災計画と、あとホームページ、ホームページが一番市民

が、一番そこの情報を見に行くところだということは我々も思っておるところなんですが、改めて

そこら辺の整合性は、しっかり取ってまいりたいと思いますので、これは即やらせていただきたい

と思います。ありがとうございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

市のホームページというのは、市民もそうですし、市外の方もそうですし、一番信用して見るも

のだと私も思ってるわけです。アクセス数も多いんじゃないかなと思います。 

そういうことで、これ以上そんなに、このことについてあれですけれども、この点は私も、実際

何人か、複数の方から指摘していただいたところなので、ここはしっかり強調させてもらいたいな

と思いますので、どうぞ対応をよろしくお願いしたいと思います。 

次、液状化であります。 

新潟地震、それから東日本大震災、こういった大きな地震で液状化現象が発生して、これが被害

が非常に大きくなることが分かって、課題になってまいりました。今回の地震でも、実際、市内に

おいても発生して、大きな問題になっていると私も認識してるんですけれども、普通、建物などの
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構造物を建築する際、地質調査、あるいは地盤の調査というところを行うと思うんですけれども、

そのおそれがある土地に公共施設等を建てる場合には、新築する場合には、液状化の調査というも

のはするものなんでしょうか、いかがなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

公共施設を建築する場合には、当然そこの地質ですとか上からかかる荷重、地盤耐力の調査は、

当然しますし、してまいりました。 

ただ、そこに液状化、揺れて液状化が発生するリスクがというところは、今までの調査項目の中

にはちょっと明示してなかったのではないかというふうに今感じております。と申しますのも、人

のせいにするわけではないですが、国が発表している地図では、糸魚川市の中ではそういう液状化

のおそれが比較的低いエリアが糸魚川市全域の中に広がっていたというところで、新潟市のような

ところは、新潟地震の状況は知っとるんですが、少し糸魚川市には無縁のところだというような観

点があったのかもしれないです。 

ただ、今回こういう事象が当然発生しておりますので、例えば今回の中央区以外のような類似し

た地質の部分があって、そこに公共施設がどうやって配置されているかというのは、この先、調査

していく中では必要な観点だというふうに捉えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

簡単に言うと、今までやってなかったということですね。液状化のことについては、全然心配し

てこなかったと。もし、これまでに何かやったことあるんだったら、また後でおっしゃってくださ

れば。 

先日、昨日でしたか、の一般質問の中でも、中央区の液状化の話が出たときに、市内でもこうい

うのが発生するんだと改めて認識したというか、初めて知ったような発言だったのでちょっと気に

なったんですけれども、そういうことなんで、全然今まで液状化について心配してこなかったし、

やってこなかったということですね、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

議員のご指摘のとおりだと思います。なかなか液状化というところが、ほかでは事例としてあり

ましたが、なかなか現実味で、私たちが今職員でいるところでは、なかなか経験があまりなかった

というところがございました。今回は、改めてそういう事象があったというところはしっかり受け
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止めて、調査をしていくという市長答弁もございましたので、今後、公共施設の新たな設置につい

ては、土砂災害とかの警戒区域とか、そういうところばっかりでなくて、やっぱり地盤というのが

一番大事だというのが分かりましたので、今後改めてまいりたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

国土交通省北陸地方整備局には、液状化しやすさマップというのがありますね、ご存じかと思う

んですけれども。 

また、先ほどから話題にしました糸魚川市のホームページ、その中のｅマップいといがわ、この

中ずっと検索していきますと、液状化危険度、私も本当はこういったときに、これ出しちゃいけな

いのかもしれませんけれども、これですね、色分けしたものがありますよね、真っ赤になってるの。

この色が濃いところが危険度が高いということなんですけど、今までの答弁を聞いてると、この存

在も知らなかったのかなというふうに思うんですけども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

なかなかそういったところに目が届かなかったというところは、もう事実として受け止めてまい

りたいと思いますので、改めてそういったところの視野を入れて、今後、検討させてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

それはそれでいいんですけども、これどっからでもない、市のホームページの中の各種何とかサ

ービスでしたか、一番下のほうにある。そのデータサービスの中で、ほかのとこから持ってきたん

だったら、今のような答弁でいいんですけれども、市のホームページの中から持ってきて、ずっと

いってると、あるじゃないと、いうから問題にしてるんですわ。というか、恐らくご存じなんだろ

うなと思って聞いているところなんですよね。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

議員おっしゃる糸魚川市のホームページに載っているものは、液状化のほか、揺れやすさだとか、

もう一つあったかと思うんですが、平成２２年にマップとして発行したものです。 

以上です。 

○議長（松尾徹郎君） 
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質問の途中ですが、暫時休憩いたします。 

再開を１時といたします。 

 

〈午後０時００分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

山本生涯学習課長から答弁を求められておりますので、この際、これを許します。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山本生涯学習課長。 〔教育委員会生涯学習課長 山本喜八郎君登壇〕 

○教育委員会生涯学習課長（山本喜八郎君） 

すいません、お時間を頂きまして、ありがとうございます。 

午前中の答弁の中で、私、曖昧な答弁をしましたので、ここでまた、しっかりした答弁といいま

しょうか、させていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

まず、青年の館につきましては、１９８８年に建設された建物でございまして、新耐震基準を満

たした建物でございます。 

ただ、今回、大地震もありまして、その耐震だとかいろいろ心配する部分があるんですが、今後

もしっかりと点検等をしながら、安心して利用していただけるよう、健全な施設運営に努めてまい

りたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

よろしくお願いしますが、今の答弁だと新耐震基準の、先ほどの財政課長が言われた新耐震基準

じゃなくって、１９８１年の新耐震基準をクリアしてるから、これは大丈夫なんだということでし

ょうか。ちょっとそれ確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山口財政課長。 〔財政課長 山口和美君登壇〕 

○財政課長（山口和美君） 

お答えさせていただきます。 

私の答弁もちょっとあやふやなところがあって、申し訳ございませんでした。 

今、５６年の耐震基準、新耐震基準になるかと思うんですが、それ以降のものについては、もう

基準を満たしているという捉え方をしております。ですので、今、山本課長が言いました５６年以
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降の建物でございますので、基準を満たしているという形で捉えていただければと思います。 

また、ちょっと答弁のほうもまたはっきりしてなかったんですけど、公共施設という捉え方でい

きますと、当然、古い建物、５６年以前の建物もございます。そちらにつきましては、例えば大紅

屋とか古民家に近いものもございますので、必ずしも全部が全部耐震基準を満たしているものでは

ないと考えていただければと思います。 

今回、話題になっております避難所、あと避難場所等の建物につきましては、耐震のほうは確認

をしております。 

ただ、その中でも基準を満たさないものがございます。そこについては、地震のときの避難はそ

こはしないという位置づけで計画のほうは立てておりますので、そこのところはご理解いただけれ

ばと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

理解はしましたが、あんまりここで深入りしたり、時間を取りたくないんだけれど、１点ちょっ

と気になるのが、当時の市長答弁は、そちらとの整合性はどうなるんでしょうか。もしその辺、訂

正するならはっきりその辺も併せて訂正されたほうがいいんじゃないかと思うんですけども。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

山口財政課長。 〔財政課長 山口和美君登壇〕 

○財政課長（山口和美君） 

質問が、診断はどうなっているかというご質問だったかと思います。市長答弁のほうにつきまし

ては、法的に法律で耐震診断が義務づけられている施設につきましては、診断が済んでおりますと

いうことでご答弁をさせていただいております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

その前に大きく公共施設ということで、特にということでやらせてもらってるんですが、あんま

りこればっかりやりたくないので、これでもう終わりにしたいと思いますが、やはり安心して、安

全に使いたいなと。市民の誰もがね。その辺のところをしっかりできているということで、理解し

たいと思いますし、また、そのようにお願いしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

液状化、液状化のマップのことで、お昼前、竹田消防長のほうから答弁いただきました。平成

２２年がどうということは私にはよく分からないんですけれども、よく一つの感想としては、それ

からずっと市のホームページに、平成２２年ですから何年前ですか、更新あるいは見直ししないで

そのまま載っけてきたのかなというのが素朴な疑問であります。それが一つと、このマップを見る

と、今回被災した中央区、それから京ケ峰地区の団地の下のほう、その辺のやっぱり色が少し濃く
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なっているので、あながちこういうのを、危険なあれは、ずれていないんじゃないかなと。さらに、

教育相談センターが今回大きな被害を受けているということで、私、委員会が別だったから行って

なかったんだけど、最近行ってみたら、このマップを見ると、やはりその色の濃い近くにあるんで

すけれども、あの状況は、ひょっとしたら液状化じゃないかなと思うんですけれども、このマップ

と重ね合わせると、あながち外れていないなというふうに思うわけですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯野教育次長。 〔教育次長 磯野 豊君登壇〕 

○教育次長（磯野 豊君） 

教育相談センターの件でございますが、議員ご覧になったとおり、昨日も私、答弁させていただ

いたんですが、液状化と見られる現象で、ご覧になっていただいたような被害が出ております。あ

そこの建物については、教職員組合のもともと建物で、そこが空いたということで、市が取得させ

ていただいたところであります。今後については、今調査をしておりますので、私、昨日答弁させ

ていただきましたが、ああいった状況になる土地で、子供たちが通ってくる施設がいいのかどうか

というところは非常に心配なところもあります。そういったところも含めて、今後の対応のほうし

ていきたいというふうに思っています。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

昨日の話のことも分かってはいるんですが、改めてこのマップとの整合性が、かなり信憑性があ

るといいましょうか、じゃないかという意味で聞いたつもりだったんです。気持ちはというか、そ

ういうところは理解したつもりでいるんですけれども、やはりこういうものがあったら、新しい方

法があればそれに更新していってもらいたいし、これを基にしっかりと対応していただきたいなと

いうのが今回の趣旨でありまして、今後に生かしてもらいたいと。 

やはりこのマップを見て気になったのは、復興市営住宅とキターレの駅北の開発している部分で

すね。というのは、やはり最近になってから建てた大きな公共施設なわけなんですけれども、やは

り合致してるかどうかはよく分からないんですけれども、危険度の高い色分けのところに、近くに、

あるいはそのものなのかもしれませんけども、あるんですけれども、先ほどの答弁では、これまで

液状化の調査はしたことがない意味の答弁をされたんですが、これ改めて、液状化の調査が必要な

んじゃないかなと思うんですが、ただ、前に頂いた、この復興市営住宅を見ると３００万円地質調

査にお金を支払っているんですよね。３００万円という大金を地質調査に払っているのを、これち

ょっと見てるんですけども、この中には液状化は入っていなかったんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 
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今回の復興住宅の設計成果の中の地質調査のところには、液状化の可能性というところで評価を

してございます。 

ただ、先ほどの私の答弁は、一般的な公共施設に関して、液状化の評価と、その有無、対策とい

うところを法的に義務づけというところがないものですから、あのように答弁いたしました。今回、

キターレとかああいう大きな構造物で基礎構造をしっかり造るやつは、簡易的な試験ではなくてボ

ーリング調査等をしておりますので、そういうときには当然、液状化の評価というものはしており

ます。一律ではないという意味で、先ほど答弁いたしました。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

じゃあまあ、液状化のこれは心配はないというふうに捉えていいのかなと。 

ただ、私も頂いた資料のほうを見ながらなんだけども、確かにボーリングはされているんですけ

れども、液状化に関するものは全然見当たらないわけなんですけども、その辺とこちょっと今、不

安なんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

私、今、田中議員持っておられる地質データを持っていないのですけど、恐らくそこに地下水位

の表記があるかと思います、地下水位ですね。地下水位が、土質の中の砂層部分に対してどうかと

いうところで、液状化の判定、そこに対しては大きな揺れが長時間続くかというところで評価でき

るものだと思いますので、そういう意味で、キターレの、復興住宅の場合には液状化の危険がない

というふうな判定をしたものだというふうに私は理解しております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

追加業務特別経費の算出内訳のその他で細かく書いてありますが、地下水位とか水の字は一つも

ないですね、３０６万円。 

○議長（松尾徹郎君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午後１時１２分 休憩〉 
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〈午後１時４４分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

大変お時間を頂き、申し訳ございませんでした。 

復興住宅に関しまして、議員ご指摘のように土質調査等、調査業務をやっております。その中で

液状化のリスクという評価をしておりまして、液状化の起きる可能性は軽微という判定なのですが、

これは液状化というよりは、そもそも建物を建てる際に、その建物を支える基礎構造としまして、

柱状改良というような、くいのようなものを施工しております。結果的に、建物を支えるくいもあ

りますので、復興住宅に関しては、想定では、想定というか調査の結果では、液状化の可能性は低

いんですが、仮に液状化があったとしても、そのくいのおかげで、液状化被害は免れるというよう

な構造になっておるものでございます。 

その次のキターレについては、今まだ調査できておりませんので、すぐ答弁することはできませ

ん。申し訳ございません。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

ちょっと質問どうやっていったらいいのかが分からないところがあるんですけれども、復興市営

住宅のほうは、調べたら、はっきり液状化についての調査ということでやってあるのかどうなのか

というのは、何だか言葉が多かったんだけどよく分からない。だけども、何かこの工事の中でそう

いうふうな状態になってても大丈夫なような構造になっていると、そういうふうに理解していいん

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

シンプルに、調査業務の中で液状化に対する可能性の調査というのはやっております。その結果

については、液状化の可能性は低いというものでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 
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○１２番（田中立一君） 

少し安心したと言っていいのかな、どうかあれなんですけれども、ただ、その後に、今度キター

レを聞こうと思ったら、まだ答えられないという答弁なんですね。今、私もキターレのほうの設計

業務委託の、これ見てると、地質調査を行わないと書いてある。括弧して、調査結果を貸与すると

いうふうに書いてあります。これはどういう意味でかなと。今、先ほどの答弁では、キターレのほ

うはまだ分からないということなんですが、この部分に関して、もしお答えできたらお願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

今、私の頭の中にあるイメージでは、既存資料を提供した、例えば復興住宅の、復興住宅のほう

が先ですので、復興住宅のときのデータですとか、防火水槽を地下にやりました。あれのときのデ

ータ等を提供して、キターレの設計業務の中では、地質調査をやらなかったのではないかというふ

うに推測しております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

また、そのことについては後でやりたいと思うので、しっかり調べておいていただきたいんです

が、ちょっと質問変えると、今回、キターレに避難されてきた方はおられましたか、把握してます

か。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

キターレへの避難については、対策本部のほうでは確認取れておりません。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

今、キターレについては、先ほど五十嵐課長が言われたように、地下に大きなタンクが入ってい

るわけですけれども、このタンクというのは地震に対して、地盤としては、簡単に言うと大丈夫な

ものなのか、タンクそのものというよりも地盤地質としてそういうものはあっても、むしろこれは、

こういうのがあるから大丈夫と言っていいのか、それとも、心配してるのはそれがあって、かえっ

て揺れが大きくなって、あるいは液状化を誘発するとか、そういう心配はないのか、そういう話な
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んですけど、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

地下式のああいう防火水槽というものは、全国普通に一般的なものでございますし、あのものが、

その上の建物とか周辺に悪影響を及ぼすということはないと思います。当然、質問にもありました

けど、物自体は耐震性を有しておりますので、揺れて、それが破損して、水が漏れて悪影響を与え

るということもないもの、ない構造でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

今心配してる、最初のほうに少し触れたんですけれども、要は、ああいうものが地下の中に入っ

てて、火事としては安心なんですけれども、地震として絶対大丈夫かというお墨つきが欲しいとい

う、平たく言うと、そういう感じな話なんですよね。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 

絶対という言い方は、技術屋としてはしたくないんですけど、地震によって悪影響を与えるもの

でない構造物でございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

大丈夫というふうにあれなんですけど、また、いろいろと調べた中で、今後にまた教えていただ

きたいと思います。 

その隣に備蓄倉庫があるわけですけれども、これは、たしか災害備蓄倉庫というふうに聞いてる

んですけれども、今回の災害においてこれは開放されたり、あるいは使われたりしたんでしょうか。 

もし使ったとしたら、どんなものに、どんな用途に使われたんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 



－ 298 － 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

駅北の備蓄倉庫には、食料、飲料水以外の備蓄品が入っております。そんな中で地元の大町区の

皆さんが、何かあったときに使ってくださいということで、先日の聞き取り調査の結果、使ってな

いという回答を頂いておりますので、使ってないものと思っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

備蓄倉庫の鍵とか管理というのは、どちらでされているんでしょう。 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員、通告の範囲内でお願いいたします。 

答弁できますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

駅北の備蓄倉庫につきましては、当然、消防本部でも管理しておりますし、すいません、地元に

ちょっとお預けしたかというのは、申し訳ないですが、ちょっと私、把握できておりませんので、

もし、あれなら確認をさせてください。よろしいですか。 

○議長（松尾徹郎君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午後１時５３分 休憩〉 

 

〈午後１時５４分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

大変申し訳ありませんでした。 

大町３区に鍵を預けてあります。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

災害の備蓄倉庫ですからね、災害のときに使えないと、用途をあれだと思うんですけども、万一

あそこは、海抜が低いように思うんですけれどもね、あんまりこれを聞くと、議長が何かこう嫌な

顔をするんじゃないかと思うんですけれども、ちょっと言い過ぎたかもしれません。 

津波に関しては、心配がないものなんでしょうか、海抜については。いざ使おうとしたときに、

いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

備蓄倉庫によっては、駅北広場ならず、災害種別によっては使えないといった場合もございます。

そんな中で使えるところから備蓄品を、また、時間がたてば応援していただく物資等で対応する対

応となっております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

よろしくお願いします。 

次に行かせていただきます。 

避難場所及び避難所については、いろいろと言おうと思ったけども、ちょっとこれじゃあ後に、

後というかパス、今回しますね。 

ペットの同行避難。今回、ペットを同行避難して、避難場所に逃げたけれども、避難場所では受

け入れてくれなかったとか、あるいは断られたというようなケースはあったでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

木島環境生活課長。 〔環境生活課長 木島美和子君登壇〕 

○環境生活課長（木島美和子君） 

お答えします。 

今回は自主避難ということで、避難所ではない、通常、避難しないような場所にも逃げられたよ

うな方もいらっしゃるというふうに聞いております。 

ただ、職員が配置していた避難所等につきましては、そのような受入れができなかったというこ

とはないというふうに考えております。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

大体何匹ぐらい、何頭ぐらい、あるいは何人ぐらいの同行避難されたのかな。大体、避難場所へ

行って、今、対応されたというのは何か所ぐらい開放されたのかな。できれば、能生、糸魚川、青

海の状況を把握されていたら、お願いします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

木島環境生活課長。 〔環境生活課長 木島美和子君登壇〕 

○環境生活課長（木島美和子君） 

まず、同行避難されたペットの数なんですけども、私どもが把握している範囲でお答えさせても

らいたいと思います。 

まず、糸魚川地域なんですけども、市民会館、それから糸魚川中学校のほうに数匹のワンちゃん

が避難されておりました。それから、能生地域につきましては、能生小学校、それから海洋高校を

中心に、数か所で５頭くらい、５頭の避難を確認しております。それから、青海地域につきまして

は、３か所で、ワンちゃんが４頭、それから猫が２頭ということで把握しております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

今そこで気になるのは、まず、受入れ段階においてスムーズに受入れ体制ができて、所有者、飼

い主と市の職員との間でうまく調整ができたのかどうかということが一つと、それから、同行避難

したことによって、その飼い主、あるいはペットと関係のない一般市民の方とのトラブル、あるい

は困り事はあったかどうか、その辺はいかがだったでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

木島環境生活課長。 〔環境生活課長 木島美和子君登壇〕 

○環境生活課長（木島美和子君） 

ペットの同行避難につきましては、国の防災基本計画が修正されておりまして、市町村の義務と、

努力義務としまして、家庭動物のための避難スペースの確保に努めることというのが追加になって

おります。このため、各避難所においては、従事する職員の運営マニュアル、避難所の運営マニュ

アルの中で対応とか、また、注意点等が明記されておりますので、それに沿った対応がされたとい

うふうには思っております。 

それから避難者の方の中で、ペットをめぐるトラブルというようなところなんですが、特段そう

いう情報は私どもは聞いておりません。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

今こういう、先ほど市長答弁を含めてなんですけれども、この地震によって得た情報の中では、

ペットがいるから避難しなかったということも聞いているわけなんですが、そのことについて、非

常に重い判断をされたんじゃないかなと思うわけなんですよね。ペットがいるから避難できなくて

危ない目にあった、あるいは、よその地域で過去においてそういう被害に遭った方、避難があった

方おられる話も聞いたりするんですけれども、こういったことに対する対応をどのように考えてい

るのかなということ、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

木島環境生活課長。 〔環境生活課長 木島美和子君登壇〕 

○環境生活課長（木島美和子君） 

先ほど国の防災基本計画が修正になったというお話をさせてもらったんですけども、やはりペッ

トの飼い主さんの中には、ペットと一緒にいたいというところで、ほかの方への迷惑をかけるんじ

ゃないかというようなご心配もあって、ためらわれるというような方もいらっしゃるかとは思いま

す。 

ただ、これに関しましては、私ども、そういう同行避難ができるということを、例えば狂犬病の

注射を受ける際のチラシの中に入れたり、あるいは県の獣医師会でもチラシを作って、動物病院に

配置していただいたりというような対応しております。まだそういう方がいらっしゃるということ

であれば、飼い主さんがペットを連れて、ちゅうちょなく避難できるような体制づくりというのを、

いま一度、またやり方を考えていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

もう一点は、市の職員だけじゃなくて、民間のボランティアだとか、あるいは保健所との連携が

大事になってくると思うんですけども、その辺の体制は大丈夫でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

木島環境生活課長。 〔環境生活課長 木島美和子君登壇〕 

○環境生活課長（木島美和子君） 

１月１日の地震の後、市内在住の認定ペットシッターの方が、災害時のペット対応セミナーとい

うのを２月４日に開催していただいております。今回の地震を受けて、まだまだ市内のペットを飼

ってらっしゃる飼い主さんの対応というのが不十分な面もあるし、もっと向上させていきたいとい

う思いでセミナーを開催させていただいたというふうに聞いております。 

第２回は、４月の１４日に、またヒスイ王国館で開いていただけるというふうに聞いております
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ので、また、重ねて市も講演というか、市民周知の面で講演という形で後押ししてまいりたいとい

うふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

よろしくお願いします。 

まだいろいろ聞きたいですし、また、次のインクルーシブ、特に福祉避難所の考えを聞きたいん

ですけれども、委員会のほうでもありますので、今回ちょっと残念だけどパスして、一番最後の

１次産業、農業。 

昨年も干ばつで、また、豪雨で地盤が緩んでる中で、この地震ということで心配してるんですけ

ども、春の耕作に間に合わせるには、例えばドローンを飛ばして見てもらいたいとかいう、そうい

う声も聞くんですが、考えられないでしょうかね、検討してもらえませんか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

星野農林水産課長。 〔農林水産課長 星野剛正君登壇〕 

○農林水産課長（星野剛正君） 

お答えいたします。 

農地、林地の災害につきましては、県のほうでも防災ヘリ等、飛ばしまして、大きな被害につい

ては確認はされておりません。 

ただ、今言われますような畦畔の決壊ですとか、農業用排水路の部分的な決壊というのがあるか

なというふうには考えております。ただ、そうしたものにつきましても、雪解け後でも国の補助対

象になりますし、また通常、国の災害査定受けてからの工事になるんですけども、今回の場合、特

例ということで、応急で国の災害査定前に応急での仮復旧、本復旧もできるということで、国から

通達も出ておりますので、そうしたものを最大限に活用いたしまして、農家の皆さんの営農活動に

できるだけ支障が生じないよう努めてまいりたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

田中議員。 

○１２番（田中立一君） 

そういった対応のことについて、また、春の耕作に間に合うように、ぜひお願いしたいと思いま

す。ため池の修理のこともありますし、いろいろ聞きたいんですけども、その辺の対応について、

農家の方にも説明してもらうことをお願いして、私の一般質問を終わります。ありがとうございま

した。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、田中議員の質問が終わりました。 

暫時休憩いたします。 
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再開を２時１０分といたします。 

 

〈午後２時０５分 休憩〉 

 

〈午後２時１０分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、渡辺栄一議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 〔８番 渡辺栄一君登壇〕 

○８番（渡辺栄一君） 

渡辺栄一でございます。よろしくお願いいたします。 

まず最初に、令和６年能登半島地震において、お亡くなりになられた方々に謹んでご冥福をお祈

り申し上げますとともに、被災されている皆様には、心よりお見舞い申し上げます。 

市民の皆様方をはじめ、いろいろな方々のお知恵を賜りながら、稼げるまち、人口増を目指し活

動することで、当市の翠の交流都市、さわやか、健やか、輝きのまちへ寄与してまいりたいと存じ

ております。 

発言通告書に基づき、１回目の質問を行います。 

１、令和６年能登半島地震について。 

今般の震災の影響と今後の対策について伺います。 

(1) 当市で震度５強を記録した令和６年能登半島地震について、どのように受け止めています

か。 

(2) 今回の震災は、当市の消防本部が想定している範囲内で、ふだんの防災訓練が生かされ、

市民の皆様の生命や財産を守る指示ができましたか。 

(3) 市内全域に被害が及んでいます。とりわけ家屋の被害が、京ケ峰地区や中央地区に集中し

ているように思うが、その概要はどうなのですか。また、その原因をどう考えていますか。 

(4) 当市の津波に関する警報の基準はどうなっていますか。間延びしたり早口になったりして、

聞き取れないことはないですか。その場合、聞き返しの電話窓口の設置や周知など対策はな

いですか。 

(5) 市内は広域で散在する集落も多いので、救援まで持ちこたえるための食糧、燃料、水など

の備蓄を地区ごとに行う必要があると思うが、その対策を急ぐべきではないですか。 

(6) 国土交通省は、災害に対する「道路啓開計画」の策定を平時から各整備局に求めていまし

た。これは災害時にいち早く道路を確保し、救援や物資の輸送を円滑に行うためであります

が、出先機関の北陸地方整備局は、この策定をしていなかったことから、被災地への救援や

補給が難航したと報道されました。当市付近の計画もできていないのか、当局に策定を急ぐ

ように働きかけるべきと思うが、どう考えていますか。 
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(7) 市内が広域であることは、火災発生時にも懸念が多い。平成２８年の駅北大火後、どのよ

うな対策を行いましたか。 

(8) 被災された方の二次避難先として、公営住宅を一時的に無償で提供することを検討すべき

と考えますが、いかがですか。 

(9) 人命や生活に関わるこれらの対策には、少なからぬ予算がかかりますが、何よりも優先し

て取り組むべきと思いますが、どう考えていますか。 

２、当市のにぎわいの拠点施設、（仮称）駅北子育て支援複合施設について。 

昨年１２月、国立社会保障・人口問題研究所が公表した２０５０年の推計人口は、人口減少・少

子高齢化に歯止めがかからない現実を突きつけました。当市の人口は、段階的にほぼ半減していく

予測となっていますが、本当に必要な施設となり得るものなのか伺います。 

(1) 債務負担行為とする理由及びメリット、デメリットは何ですか。 

(2) 当市の財政は豊かなのか。自由に使える財源はありますか。 

(3) 令和２年度以降、出生数は減少傾向にあるが、どう分析していますか。また、庁内に人口

減少対策推進本部と少子化対策プロジェクトチームを設置したが、建設についての見解はい

かがですか。 

(4) １月２９日に「ビーチホールまがたま」の多目的ホールで、施設内に設置を計画している

室内遊戯場と同規模の遊びスペースを視察しました。場内が広過ぎる印象を持ったが、どの

ように考えていますか。 

(5) 元日に震度５強の地震があったが、建設予定地は津波等の心配のない場所なのですか。 

(6) 費用対効果の薄い箱物建設は、建設費そのもののほか、毎年の維持費もかかり、多くの市

民から疑問の声が出ています。既存施設を活用することで十分と考えるが、いかがですか。 

３、柵口温泉権現荘の民間譲渡について。 

糸魚川市は、市が直営する日帰り入浴施設「柵口温泉権現荘」の民間譲渡の案件について、当初

予定していた市議会３月定例会での議案提出を見送ることの考えについて伺います。 

(1) １月１３日に行われた住民説明会をどのように受け止めましたか。 

(2) １事業者からの応募であったが、譲渡に係る公募型プロポーザルで示された企画提案書類

等の内容の評価は、優れていたのですか。 

(3) 当市が譲渡先の優先交渉者として選んだ企業であるのに、時間を要しているのはなぜです

か。 

(4) 経営能力を含めた企業の信用調査の状況はどのようになっているのか、進捗が遅いように

思うが、いかがですか。 

(5) ４月以降も日帰り入浴営業は市直営で継続する意向のようですが、令和６年度の売上予算

が令和５年度と同じ数字で、達成できるのですか。 

(6) 東館の空調設備熱源は全く機能しないのですか。 

(7) 大規模修繕費として概算額７,３５７万４,０００円とあるが、修繕した上で、宿泊も含め

て直営で行う考えはないですか。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

渡辺議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、改めて地震・津波への備えの重要性を感じております。 

２点目につきましては、市民の皆様が自発的にいち早く避難行動を取ったことは、これまでの防

災訓練が生かされたと感じております。津波警報に伴う避難行動については、課題も見受けられ、

引き続き周知していく必要があると考えております。 

３点目につきましては、京ケ峰区では、造成ブロックの損傷が多数発生し、中央区等では液状化

と見られる影響による建物の傾きなどが確認されております。 

要因については、今後、詳細な調査を行ってまいります。 

４点目につきましては、気象庁により津波警報等が発表された場合、Ｊアラートと連動した自動

音声による放送と安心メールにより周知されることとなっており、すぐに避難行動を取っていただ

くことが重要であると考えております。 

５点目につきましては、大規模な災害発生時は支援が行き届かないことが想定されることから、

各家庭や自治会における備蓄について啓発しております。 

６点目につきましては、国に働きかけてまいります。 

７点目につきましては、耐震性防火水槽の整備や大規模火災を想定した住民参加型消防訓練の実

施、４０ミリホースの配備を行い、地域住民による初期対応及び消火協力体制の強化に努めており

ます。 

８点目につきましては、空いている公営住宅を提供することは可能でございます。 

９点目につきましては、被災者への支援、人命や生活に関わる対策について、最優先に取り組ん

でまいります。 

２番目の１点目につきましては、会計年度は、原則、単年度となっておりますが、複数年にわた

る場合には、債務負担行為等を設定し、進めております。 

２点目につきましては、地方交付税の交付を受けており、これらの一般財源を活用して各種施策

を実施いたしているところであります。 

３点目につきましては、若年人口の減少に伴い、今後も出生数の減少が予測されますが、安心し

て出産や子育てができる環境を整えることが、重要だと考えております。 

４点目につきましては、想定利用者数も含め、検証したものでございまして、適切な規模である

と認識いたしております。 

５点目につきましては、津波ハザードマップでは、建設予定地のせり上がり浸水深は５０センチ

メートル未満となっております。 

６点目につきましては、市街地におけるにぎわいづくりを目的に、子育て世代をはじめとする多

世代が交流できる場を目指して整備いたしたいものであります。 

３番目の１点目につきましては、市民から様々な意見を聴く機会となったと考えております。 

２点目につきましては、事業者の提案は、設置目的に沿ったものであり、市の方針と合致してい

ると評価いたしたものであります。 
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３点目と４点目につきましては、財政支援の要望内容や譲渡後も安定的に継続して運営していけ

るのかを含めて、慎重に調査いたしているところでございます。 

５点目につきましては、売上げの増加に向け、引き続き集客に努めてまいります。 

６点目につきましては、設備の老朽化により、冷暖房がお客様のニーズに対応できない状況であ

ります。 

７点目につきましては、今後、市が継続して運営していくことは困難であることから、民間譲渡

の方向で進めております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

それでは、２回目の質問に入ります。順番はこのとおりとさせていただきます。 

（１）でございますけれども、１月１日の元日にかなりの揺れを感じました。私自身も、会社員

であった平成２３年３月１１日の東日本大震災のときと同じぐらいの揺れの大きさの地震だと思い

ました。昨年５月５日に起こったところだと思ってはおらず、恥ずかしながら、すっかり忘れてい

る状況でありまして、本当に恥ずかしかったということなんですけれども。幸い当市の人的な被害

というのは報告がなかったので、それは本当によかったというふうに思っております。 

（２）でございます。夕方、消防分団員の方が個別に安否確認をしていただきまして、大変心強

く、ありがたく思いました。いろいろな状況や場面において、ふだんの防災訓練等が生かされない

ところもあろうかと思いますけれども、今後はどのようにして、市民の皆さんの生命や財産を守る

ための周知をしていくのか、そこら辺をちょっとお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

市民の生命、財産を守るためには、やはり日頃からの訓練も必要ですし、また、こちらから発信

する地震・津波、また災害に関する知見を広めていただくといったことが大事だと思います。何よ

りも大事なのは、今までこの２日間、各議員から出されてまいりました自助、共助、公助が一番大

事だと思います。 

そんな中で、公助ができること、できることといえば災害前、特に災害前ですね、市民の皆さん

と一緒になって災害に備えるといったことが大切かと思います。今後も、三助が連携して、取り組

んでまいりたいと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

ありがとうございます。 

早川では、この１６時３０分頃、災害対策本部に連絡をしたと。要は市役所の窓口に電話を入れ

たらしいんですけども、ちょうど守衛さんが出られたそうなんですけども、その後、連絡がなかっ

たというようなことで、実際どうしていいか分かんなかったというんでしょうか、その指示しても

らいたかったらしいんですけれども、市の職員の方が来てくれたので助かったというようなことな

んですけども、避難所の指定もなかったということなんですけども、今後の連絡網というのは、ど

ういうふうに考えておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

やはり今回の地震・津波によりまして、市民の皆さんも認識されたと思うんですが、あらかじめ

予測できる災害ですと、また、市のほうからいろんな情報を出したりできるんですが、本当に突然

の、ただ突然、想定外というのは通用しないんですが、そんな中で、やっぱり今回課題であります

情報連絡体制、これをやっぱりいち早く整備いたしまして、市民の皆さんと共有して、情報連絡体

制を取れるようにしていきます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

今後も起こり得ることなので、周知徹底をお願いいたします。 

続きまして、３番目でございます。１月の２９日の総務文教常任委員会で、京ケ峰地区と中央区

を視察いたしました。外からでは、家の中に入らないと分からないこともあって、外からそんなに

こうというようなところもあったんですけども、糸魚川市のこのホームページのトピックスに米田

市長が、能登半島地震に対する緊急要望について、内閣府や総務省に要望活動を行ったとありまし

た。造成ブロック及び液状化等による住宅地、敷地の損壊に対する支援、災害救助法の応急処理の

制度拡充、特別交付税等の財政措置などと書かれていましたが、その感触的にはいかがだったんで

しょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

やはりこのたびの能登半島地震において、国の支援や、また県の支援、そういった事柄が結構あ
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るわけでありますが、しかし、当市の糸魚川市の京ケ峰地区、または中央区については、やはりそ

ういった該当に当てはまらない状況が見受けられるわけでございます。そういう中で、ぜひとも国

の支援、県の支援をしっかりと位置づけてほしい。そして、また一連の地震であるということで、

県の指定はしていただき、かないようにということと、また、当市といたしましても、やはり市単

独の支援や援助というものを行っていきたい。それに対しての支援をいただきたいという形で要望

に行ってまいったわけでございますが、しかし、なかなか、すぐ、はいそうですかというわけにい

かないと思っておるわけであります。そういった我々、今、実情、非常に大変な状況を説明し、そ

してそれについて検討していただいて、また、ある期間を見て、またお願いに行きながら、どのよ

うな状況になっているかという形で進めていきたいと思っております。１回で全て、我々の要望を

のんでいただける、聞いていただけるという状況にないと思っております。 

そのようなことで、市単独で行うこと、そしてまた、県市長会であったり、北信越市長会であっ

たり、そういうまた上部団体と連携を取りながら進めていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

米田市長、ありがとうございます。大変分かりやすく説明をしていただきました。大変心強く思

いました。 

本当にキャッシュというんでしょうかね、現金で解決できる方というのは少ないと思います。同

じ場所に住み続けるには、やっぱり補助金の給付額が、実勢額とかなり乖離しているというふうに

思っておるんですけども、そこら辺はどう考えておりますでしょうか、改めていかがでしょう。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

市長と一緒に要望に行って、そこら辺のところも、あくまでやっぱり個人の財産だというところ

はあるんですけども、やっぱり当市の状況、高齢化率が４０％を超えている。そういう状況も話す

中で、何とか支援のほうを拡充していただけないかというところは、粘り強く行ってるとこであり

ます。 

市のほうでも、今できる範囲の造成ブロックの補助ですとか、今、応急の家屋の修繕、国の事業

に上乗せをするような形でやってるところは精いっぱいやっているところであります。限界はある

かもしれませんけども、引き続き地方の財源をしっかり確保する中で、できることだけは、また国

のほうの支援もまだまだこれで全てだというふうに思っておりませんので、情報をしっかりつかみ

ながら、皆さん方お一人お一人の、ケース・バイ・ケースの状況を見ながら対応していきたいとい

うふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 
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○８番（渡辺栄一君） 

よろしくお願いいたします。 

（４）でございます。今回２回ほど、この放送があったんではないかと思うんですけど、それで、

やはり聞き取りにくかったというような声がありましたので、やっぱりできれば電話窓口の設置と

いうんでしょうか、何かここへかければ何かつながるというんでしょうかね、そういうアナウンス

が聞こえるというような、そういったことができないものかということで質問させていただいたん

ですけども、改めていかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

今回の災害に限っていえば、窓口を設置する余裕はないかと思いますので、ただ、ほかの災害で

ありますと、災害対策本部に一定の職員おりますので対応できるかと思いますが、特に津波の場合、

一刻を争いますので、逆に問い合わせている間もないのかなというふうに私は捉えておりますので、

今のところ設置する予定はありませんが、ただ、対策本部が設置されていれば、渡辺議員も１６時

３０分ですかね、問い合わせてということで、対策本部を設置されてますので、職員が対応できれ

ば、当然、返答はするかと思いますが、窓口的なものは、ちょっと設置は厳しいと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

状況は分かりました。 

５番目でございます。市内には、５か所、備蓄品があるというふうに聞いたんですけども、何日

分用意されておるんでしょうか。全域はやはり難しいと思うんですけれども、例えば核となるよう

な地区の公民館に備蓄等、置けないものなのか。あるいは、被災地では水に困ったという声がある

ということで、しばらく使用していない井戸の水を飲み水として可能かどうかというんでしょうか、

事前に検査利用というんでしょうかね、そういったことをできないものなのかということなんです。

そこら辺はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

それでは、私のほうから備蓄の件について答弁させていただきます。 

まず、これも再三出ておりますが、やはり個人で用意していただきたい。ただ、３日も４日も用

意するというのは、リュックに入れてくるというのは、特に高齢者は大変だと思いますので、本当
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に今回の地震を振り返れば、１食ないし２食、それから高齢者の方ですと、ふだん飲んでいるお薬、

ただ慌てているとその薬もリュックに入れてこれるかというのも、ちょっとなかなか難しいのかな

と思います。そんな中で、重い水を担いでくることなく、例えば５００のペットボトル１本入れて

くるだけでも違うと思います。なんで、３日間は個人で、その後の２食分、４、５食目を備蓄して

おります。 

今、渡辺議員おっしゃられた備蓄倉庫については、市内に５か所ありますが、ただ、駅北倉庫、

並びに青海地域の八久保倉庫につきましては無人ですので、人間が、人間というか人が口に入れる

ものはちょっと危険だということで、各地域１か所ずつ食料品を、４食目、５食目、それ以降は流

通備蓄等で対応することとしております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

樋口ガス水道局長。 〔ガス水道局長 樋口昭人君登壇〕 

○ガス水道局長（樋口昭人君） 

お答えいたします。 

井戸の水の使用につきましては、私ども、今飲み水を基本に給水しているわけで、実際に断水し

た場合には、私ども、応急給水をさせていただくことになります。基本的には、水道の水を飲んで

いただくわけですが、井戸の水については、やはり毎回検査していないと、飲料水として適切では

ございませんので、この井戸の水については、極力飲まないようなことで、皆さんに周知しており

ます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

そうですね、できれば前もってということなんで、こういう機会なんですけども、例えば井戸の

水があって、これが通常今飲めるのかどうかというのを、例えば飲むことが可能なのかどうかとい

うのを事前に検査したいという場合、何か手だてというんでしょうか、そういったものを全く考え

てないということなんでしょうか。今の答弁ですと、水道水を極力使ってもらいたいというのは、

それは分かるんですけども、こういった非常時のときに、やはり井戸があって、それが、ふだん使

ってないんだけれども、そういったことが可能であれば、それを使えてもいいんじゃないかと、検

査してオーケーであれば、そこら辺はどうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

樋口ガス水道局長。 〔ガス水道局長 樋口昭人君登壇〕 

○ガス水道局長（樋口昭人君） 

お答えいたします。 

井戸水については、市で直接所有しているものではなく、基本的には個々に所有しているもので

ございますので、やはりその個人の責任で飲み水として飲めるのか、そういったところを個々に考
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えていただきたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

なかなかちょっと融通が利かないというんでしょうかね、ちょっとやっぱり私が期待している答

弁ではなかったのでちょっと残念に思いました。 

６番目でございます。この道路啓開計画というと、あんまり聞き慣れない言葉なんですけれども、

ふだんここにも書いてあるとおり、こういった救援とか物資だとか、そういった輸送を円滑にする

ためにというふうなことなんですけれども、先ほど市長の答弁では、国に働きかけていくというよ

うな、そういった趣旨のご答弁だったと思うんですけれども、これは、例えば津波で想定される浸

水域で壊滅的な被害があった場合、どの道路を優先的に復旧させて、どの事業者に声をかけるとか、

瓦礫をどこに運ぶとか、そういった細かいところまで書かれているというようなことをちょっと聞

いたんですけども、そこら辺はどのようなことになっておるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

当市の地域防災計画という中に、災害時の緊急輸送路の指定というふうにうたってありまして、

そちらのほうに、要は優先順位ということで、例えば北陸自動車道とか国道とかというふうに、指

定はうたってあります。一応そちらのほうにつきましては、災害問わず、要は利用するということ

でありますし、あと主要な道路がふさがりますと、当然、迂回路等も必要になってきますので、そ

の場合は、建設課、ほか農林水産課等、調整しまして、どの迂回路が通るか等、調整させた上で対

応のほうをさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

分かりました。ありがとうございます。 

７番目であります。消防機械というんでしょうかね、消防台数というんでしょうか、調べました

ら３３台あるようなんですけれども、どのような基準で配置されているのか、仮に道路が分断され

た場合、消火活動に支障が出ると思いますけれども、バランス的に問題はないのか、そこら辺をお

聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 
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お答えいたします。 

消防本部につきましては、渡辺議員、３３台どの数字を拾ったかちょっと分からないんですけど

も、消防本部、両分署・分遣所も含めまして２５台、それと消防団は積載車等も含めまして７５台

保有しております。 

そんな中で、今言われたとおり人員、あるいは資機材、特に車ですね、それから署所の配置等に

つきましては、消防力の整備指針という、総務省消防庁から、消防力の整備指針というのがござい

まして、それを基にということなんですが、ただ、その数字に近づけるということになると、相当

な職員数、車両、署所につきましては、大体適正かと思うんですが、そんな中で配置をしておりま

す。 

ただ、その指針に基づいてということではなく、やっぱり地域事情等々もありますので、そんな

ことを勘案し、適正な車両配置、また職員配置等をしているところであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

すいません、ちょっと台数のほう、失礼いたしました。 

（８）であります。先ほど市長の答弁ですと、検討してくれるのかなと思ったんですけど、そう

でもなさそうな答弁だったような、聞こえたんですけれども、あまり人の市は言いたくないですけ

れども上越市は１月の１６日に市長が公営住宅の検討を指示して、１９日に受入れを発表したとあ

ります。能登の珠洲市とも交流があったと聞いたので、やるなら早く決断をしてほしいなというふ

うに思います。被害から復旧されるまで、かなりかかりそうですし、将来的に糸魚川市民になって

もらえるかもしれませんので、そこら辺はいかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

公営住宅の受入れにつきましては、能登半島の被災者の受入れがメインになってくるかと思うん

ですけども、一時的な住宅の提供だけでなくて、あと通学とか通勤、あるいは買物とかの生活全般

にわたることから、対策本部を中心にしまして、関係課と協議をする必要があると捉えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

そうすると、いつぐらいまでやっていただくかどうかというのが、いつまで待ってればいいとい

うか、変な言い方ですけども、そこら辺はどうなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

市民のほうに関しましては、今現在、受入れのほう行っておりまして、それ以外につきましても、

今、県のほうに報告のほうをしている状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

よろしくお願いいたします。スピーディーにやっていただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

（９）であります。人命や生活に関わる対策ということで、不安をあおるつもりはありませんけ

れども、続けて震度５強クラス以上の揺れが襲うかもしれません。米田市長は、新年度予算を表す

１字として「添」という字を示されました。「添」という字だったと思います。米田市長、改めて

メッセージといいますか、市民の皆さんに、ちょっとお願いをしたいんですけど、いかがでしょう

か。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

行政の一丁目一番地といいましょうか、一番のやはり目的は、市民の生命の保障であり、安全を

守ることだと思っております。そのようなことで、災害については、やはり行政の最前線で対応し

ていく所存でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

よろしくお願いします。 

次に、２番目でございます。（１）であります。予算は、この単一年度で完結するのが原則とい

うことで、１つの事業、あるいは事務が、単年度で終了せずに、後の年度においても負担、イコー

ル支出をしなければならない場合には、あらかじめ後の年度の債務を約束することを予算で決めて

おくことというふうに理解をしております。 

ただ、このデメリットとしては、やはりこの財源の見通しもなく、安易に債務負担行為を設定し、

事業の拡大を計画することは、将来の財政運営に大きな負担を残すことに留意とあります。糸魚川

市は大丈夫なのかという素朴な疑問なんですけども、一応、令和５年度から令和９年度まで１２億

４,２００万円とあります。今後、金利の上昇だとか、資材の高騰、あるいは人件費のアップ、あ

るいは避難所等を理由に、この枠を超えることはないのでしょうか。 
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〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

今回、事業者を募集する際に、募集要項を定めて、事業者を募集することとしております。その

中で、今回言いました金額１２億４,２００万円ですか、そちらにつきましては、限度額というこ

とで、こちらのほうに応じるような事業者から提案をしてもらいたいというふうに考えております。 

しかしながら、今後、今、議員おっしゃられますとおり、急激なインフレであるとか、そういっ

たような外的な要因によりまして、契約締結後、そういった事案が発生したような場合には、また

双方協議の上、そういったような対応を図ってまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

ちょっと遠回し的な言い方だったと思うんですけど、基本的には上がるかもしれないということ

で理解してよろしいんでしょうか。そういった外的要因があれば、やはりこの枠よりも超えてしま

うということで理解してよろしいでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

原則は今ほどの１２億４,２００万円を限度額とするものでありますが、やはりそちらの価格高

騰等については、それぞれのリスク分担ということで、今回、募集要項のほうにも書いてあります

が、そういった中での表現によりまして、そういった事案が発生した場合には、双方話合いのほう

を進めていくといったことになります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

今ちょっとはっきりしたことを聞いたので、必ずしもこの枠ではないということが分かりました。 

（２）番であります。この自由に使える財源というふうにさせていただいたんですけども、通常、

いつも経常収支比率というんでしょうか、それはどうなっておるのかということですね。窮屈なこ

の財政状況となっていないかということを、少し確認させていただきたいんですけども、使い道が

決まっている経常支出に、いつも入ってくる経常収支がどの程度充当されているかを、比率で示し

ていると理解しておりますけれども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

では、私のほうからお答えします。 

経常収支比率、令和４年度の決算、予算はこれからなので、まだ類推ですよね。令和４年度は決

算は決まっておりますので、これが直近です。９４.７％という数値で、経常収支比率は定めてお

ります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

そうですね、これは結構高い数字だというふうに思っておるんですけども、やはり結構、窮屈と

いうですかね、５.３％というんですか５.３ポイントでしょうかね、しかないということなんでし

ょうかね。ですからかなり、あまり、ちょっとお金というか、非常に窮屈なんでしょうかね。自由

に使えるお金があまり少ないというふうに理解してよろしいかと思うんですけども。本当に糸魚川

市は軟弱な地盤や急峻な地形で災害が比較的多いというような、よく米田市長も答弁されるんです

けれども、この突発的な支出というんでしょうかね、やっぱりそういったものが多いということで

す。どんなに有能なこの市長さんですら、お金がない、ないと言っているのは実情だと思うんです

けれども、そこら辺改めていかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

今、議員が言われた突発的だという表現をされましたよね、具体的にどんなイメージでしょうか。 

一つは災害ということになると思います。そういったところは臨時的な経費という形になります

ので、そこは起債のほうでも、かなり法律で充当率がよくなってまいりますので、一般財源の持ち

出しというのはあんまりないんですね。国庫補助金だとか負担金、そういったところの要素があり

ますので、そういった突発的な部分については、国からの要因というのもありますし、いろんなケ

ースがあると思いますが、一例とすれば、災害というところについてはそういった国の別枠の支援

がありますので、そういったところで対応をしてまいります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

大変失礼いたしました。勉強し直しますので、よろしくお願いいたします。 

（３）であります。当市の人口も、２０５０年には２万２,０００人台となって、半分ぐらいに

なりそうだと。しかもその半分ぐらいが６５歳以上を占めるというようなことなんですけれども、

統計いといがわの令和５年度統計要覧では、令和２年度以降２００人を割ってしまって、令和２年



－ 316 － 

は１９５人、令和３年が１６５人、令和４年が１７６人、今年度の令和５年は、まだ書いてありま

せんけど１３０人というふうに聞いております。これが実態だということなんですけども、これど

う思われるか。 

それとまた、２月の１日に「糸魚川市における将来の保育のあり方を考える」の坂﨑隆浩先生の

研修会では、令和１２年には予想としながらも、出生数が９３という数字が掲載されていました。

４年後を見据えた場合に、対象者がさらに減少すると考えられることや、現在も定員割れの保育施

設があることにどう思われておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯野教育次長。 〔教育次長 磯野 豊君登壇〕 

○教育次長（磯野 豊君） 

昨日も答弁させていただいたとおり、小規模園も増えてきているというのは議員おっしゃるとお

りです。 

ただ、そういったところは、昨日も答弁させていただいたように、適正な子供の学びをしっかり

担保しながら、適正配置を行っていく。また、財政的に有利な民営化も検討していくというところ

を、これから検討を加速させていきたいというふうに思っています。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

やっぱりちょっと私は無理があるんじゃないかなというふうに思います。そこまでしてまでとい

うわけじゃないんですけれども、そうではないような気がいたすんですけどもね。 

次のところなんですけども、庁内に人口減少対策推進本部と少子化対策プロジェクトチームとい

うものを設置しましたけれども、米田市長にどのようなことを進言して、この成果を出そうとして

いるのか。また、この議事録というのを取っているのか、そこら辺をお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

人口減少対策のプロジェクトにつきましては、５月から会議のほうをしておりまして、トータル

で１０回ほど開催してまいりました。情報収集、それから分析、情報発信、効果検証、人口減少・

少子化対策事業の新設、それから再編といったところを検討してきたところでございました。進言

ということでこの流れでいきますと子育て支援の複合施設についてのということだと思いますけれ

ども、若い方の定住ですとか、希望する方が安心して妊娠・出産、子育てができる環境整備という

のは、人口減少・少子化対策としても必要だというふうに考えておりますし、今回の件につきまし

ては、特段プロジェクトの中で検討して、何か進言したといったことはございませんでした。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

そうすると、あまりこういったチームというのを設置したんだけれども、なかなか今のところ効

果がないというんでしょうかね、実態はそういったところだということなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

失礼しました。今回、先ほどこんな形でという流れは申し上げたんですけども、特に力を入れて

検討した部分としては、若年層を中心とした人材確保といったところに着目をして、例えばＵター

ン促進による担い手の確保だとか、そういったところについて検討を重ねてきたというところでご

ざいました。 

あと、先ほどすいません、会議録というお話ですけども、会議録形式で取ったものですとか、メ

モ形式で取ったものもございますけれども、事務局の打合せ程度のものについては、記録がないも

のもございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

何かちょっと分かったような分かってないような答弁だったんですけども。 

（４）に行きます。 

ビーチホールまがたまで、擬似的な場所ということでさせてもらったんですけども、当日は

４４名ということで園児の方が来てました。４年後の令和１０年では、利用する人数が、予想とい

うんでしょうか把握というのはされておるんでしょうか。 

また、月曜日から金曜日は、ほとんど利用しないんじゃないかと。それと相当広く感じておりま

すんで、かなり大型で、豪華な遊具を設置しないと埋め尽くされないんじゃないかと。この

４５０平米というのはかなり大きいというふうに思っておるんですけども、そこら辺はいかがでし

ょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

今回の糸魚川の子育て支援センターが、現在、やまのい保育園に併設されておりますが、そちら

が今回の駅北の子育て支援複合施設のほうに移動してまいりますので、そこへの利用の方というの

が、今後も引き続き、対象者が変わってまいりますけども、継続して利用されるものというふうに

考えております。 

また、広さの部分につきましては、４５０平米ということでございましたが、当日、糸魚川市東
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保育園の園児４４名、併せて一般の利用者の方も含めまして、約５０名ぐらいの方が利用されてお

りました。そういったものを見ますと、今回の４５０平米、先ほど市長答弁にもありますが、ある

程度の広さを確保できてるんではないかというふうに捉えております。 

また、広さの部分でいいますと、来られる利用者の方にとりまして、確かにある程度広さがあっ

た方が、なかなか利用者同士お話がしにくい、苦手な方にとっては、ある程度の広さが必要だとい

ったご意見を頂いております。 

あわせまして、また、遊具につきましては、今後のまた検討ということで、どういった遊具を置

くのか、来られる子供の方にとって、よりよいものになるような形で検討を進めてまいりたいと考

えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

ちょっと私はやっぱり利用者がいないことには始まらないというふうに思っておるんですけども、

そこら辺がどうもやっぱり説得力がないというふうに私は思っております。 

（５）であります。ここは、新保議員が津波のことを心配されておりました。ふるさと糸魚川市

は、子供の頃から大きな地震がなくて、比較的安全なところだというふうに思っておりました。む

しろこの首都圏直下型地震が心配でしたけれども、新保議員の予知能力というのは、大したもんだ

というふうに思っております。 

気持ちを入れ替えて、本当にこの場所が、この児童にとって安全な場所なのかということなんで

すけど、そこら辺はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

今回、津波のせり上がりの浸水深の想定が５０センチ未満であるというふうに想定されておりま

す。そういった中で、仮に１階で利用された方が２階に上がれば、ある程度の高さが確保できます

ので、そういったところでは、今回、津波等に対する部分については、１００％安全であるという

ことは言い切れませんが、今の想定では安全だというふうに考えております。 

また、それ以外の災害等につきましても、各施設のほうでの避難計画等を立てる中で、適切に利

用者のほうの避難等、安全確保のほうを図ってまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

ここは海抜４.８メートルというふうに理解はしておるんですけども、本当にそれで大丈夫かな

と、もう本当に想定外のことがやっぱり起こり得るので、本当に私としてはあんまりちょっと懐疑
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的にならざるを得ないというふうに思っております。 

（６）であります。やっぱり子育て支援といいますかね、私やっぱり必要だと思っております。

何も否定するわけでもありません。今あるものをやっぱり活用していくということが賢明で、なぜ

危ない橋を渡ろうとしてるのかちょっと分からないですよね。米田市長の政策が功を奏して、この

人口が増えて、子供が増えていくんだったら、増えてからでも遅くはないというふうに私は思って

おるんですけれども、それで、菅前総理、総裁も、「政治家の覚悟」という本の中に、総務省の試

算では、子供が誕生してから高校を卒業するまでに、地方自治体が福祉や教育に負担する公費は約

１,６００万円に上がると記載があります。かなりの金額なんですけれども、糸魚川市も同じくら

いかけているんだろうなというふうに思っております。このほかに利用者が減り、負担だけが毎年

加わる当市の箱物に、投資をするというのは、私はちょっといかがなもんかというふうに思ってお

るんですけど、そこら辺はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

嶋田こども課長。 〔教育委員会こども課長 嶋田 猛君登壇〕 

○教育委員会こども課長（嶋田 猛君） 

お答えいたします。 

施設というのは、造って終わりということではございません。利用者がいて、毎日毎日、毎年毎

年の利用者がいるわけでございます。 

そういった中で、今回、屋内遊戯場というのは、遊びを通じて、子育て世代が家に閉じこもるこ

とだけじゃなくて、出てきやすい環境づくりにつながる。また、そちらのものに対して、悩み等を

お持ちの方の子育て世代の方が、そこで悩みを打ち明けて、そういったものの解決につなげていく、

そういったような意味合いというのを持っております。決して、こちらのほう、遊び場が中心では

ありますけども、遊びの先にそういった子育て支援、子育て相談の機能といったものを持ち合わせ

ているといったことをご了承いただければと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

私は、ちょっとそれは納得できないと思います。このままでいくと、市民税を上げて、増税かと

か、あるいは行政改革などを行って、人を減らしていくしかないのかなというふうに考えておりま

す。 

続いて、時間がないので権現荘の件に行きたいと思います。 

１月１３日に、住民説明会には、米田市長がほかの公務で出席ができなくて、井川副市長さんが

来られました。米田市長に来てもらいたかったんですけれども、できれば重ならない日を選んでほ

しかったというふうに思います。 

昭和６３年に開業してから今日に至っていますけれども、設置目的は、住民の福祉及び都市と農

山村の交流促進に資するためとあって、これまでの事業費の総額が１１億８,９００万円、補助金

等の総額は７億５００万円となって、投資してるわけですけれども、このように譲渡しなければな



－ 320 － 

らない事態になってしまっていることをどのように考えておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

お答えいたします。 

今、議員おっしゃいましたとおり、多額の費用と維持管理費を投入しながらこのように事業を運

営してまいりましたが、世の中の環境の変化でありますとかレジャーの変化によりまして、現在、

直営での運営が困難になっているという判断から、現在、譲渡に向けた取組をしているものでござ

います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

住民の意見としては、やはり無償譲渡するのに、やっぱりこの１億円や光熱費等の財政支援が生

じることに釈然としないとか、やっぱり料金を抑えてほしいとか、あるいは高齢者いこいの家を継

続してほしいという声だと思います。改めて、いかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

お答えいたします。 

今ほど住民説明会のお話ありましたが、この中では主に４点あるかと思います。 

今ほどおっしゃられましたように、譲渡などに財政支援があるのかというご意見が１つ。また、

今選ばれている事業者が、本当に安定して経営していけるのかというのが２つ目。３つ目につきま

しては、ぜひ日帰り温泉だけでなく宿泊のほうも再開してほしいという意見が３つ目。４つ目は、

どのような状況になったとしても、日帰りだけは最低限運営していってほしいというようなご意見

があったかというふうに思っております。そういったものをクリアできる事業者に譲渡したいとい

うふうに考えておりますので、そのような交渉をしているというところでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

（３）に行きます。 

今回、３月議会で議案提案する予定だったにもかかわらず、その関連する企業も含めて、何が引

っかかっておるんでしょうか。経営能力を含めた企業の信用調査というのは、もう急がせれば３日

間あれば、大方、１週間あれば調査書というのは上がってくると思うんです。それで、応募者が

１者であったんだけれども、そんなに時間かかってるということは、かえって不思議と映るんです
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けれども、そこら辺はいかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

お答えいたします。 

少し時間がかかっている主な理由について説明をさせていただきます。 

当初、こちらのほうは財政支援の希望ということで、提案の事業者から財政的支援の希望がござ

いました。こちらの財政支援の希望につきましては、設備投資、修繕費の支援、また、日帰り温泉

の経営継続への支援、固定資産税等への支援等のご要望があったものであります。 

ただ、当市としましては、投資や修繕費に関しましては、現在交渉中ではございますが、日帰り

温泉の運営に関する経費ですとか固定資産税の免除に至りましては、これまで通常にある既存の制

度以外では助成しないという方向で今現在調整しておりますので、そういったところで相手方との

意見の食い違いがあり、交渉に時間がかかっているというのが一つ。 

もう一つは、市民説明会、また議会等でのご意見の中でも、本当にこの事業者が経営を続けれる

のかということを、ご意見をたくさん頂いておりますので、そういったことを確認するために、相

手事業者の経営状況ですとか、そういったものを確認しておることに時間を要しておりまして、当

初予定しておりましたこの３月議会での提案を見送り、この先まで少し協議を続けていきたいとい

うものでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

対象となるたくさんの企業というのはありますので、交渉中止もありだというふうに思います。

無理はしないでほしいと思います。 

時間はないんですけども、あと東館、何か直営で何かできるんじゃないかなと。例えば直すにし

ても、この空調設備を半分ぐらいの機能にして、部屋数も半分ぐらいにしたら、ある程度そこでも

うけが出たら、また新たに投資、投資というわけじゃないですけど、そういったこともできないの

かなというふうに思うんですけど、全部１００％やるとすると５,０００万円もかかるということ

になるんですけれども、そこら辺どうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

高野能生事務所長。 〔能生事務所長 高野一夫君登壇〕 

○能生事務所長（高野一夫君） 

お答えいたします。 

先ほどの市長答弁にもありましたが、基本的には、市民への説明ですとか議会への説明の中で、

市が直接経営を続けるということは困難であるという判断をしておりますので、市が今の段階で直

接経営することではなく、譲渡の方向で調整をしているというものでございます。 
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また、議員がおっしゃられますような少数で運営をするということに関しましては、やはり少人

数であろうと大人数であろうと、経費というのはかかってきますので、少人数での運営というのは

さらに困難になってくるものというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

１回でも利益出てるんですよね。この数字が粉飾でなければ、本当に利益が出せる施設だと私は

思うんですよね。米田市長もこの民間出身だというふうに私は聞いておるんですけども、やっぱり

改めて挑戦するというんでしょうかね、直営でやってみよう、もうけを出してみようということは

思いませんかね。いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

リニューアルいたしまして、黒字化させていただいたわけでございますが、しかし、前提で目標

に上げた数字には達しませんでした。しかしながら、やはりそういった私たちは、それを何で２年

でといった形を取ったかというと、やはり収益が上がる施設でありますから、民間の方々が引き受

けてもいいです、引き受けてもやれる施設ですよという意思表示をしたかったわけでございます。

それが１年で、指定管理をさせていただきました。そして、今もなお、この施設はやはり初期の目

的、そしてさらに地域の宿泊施設の核となっていたわけでございますので、そういった事柄につい

て、民間のほうがやはりノウハウをいっぱい持っておりますし、そういった知恵を持っております。

非常に設立当時と違って、現在、いろんな宿泊施設が増えておる部分もあると思いますし、観光客

というのは、やはり広く求めていかなくちゃいけないわけでございますので、それに対応するノウ

ハウを持った民間に譲渡して、その目的を達していただきたいという形で取り組まさせていただい

ております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺議員。 

○８番（渡辺栄一君） 

市の大切な財産なので、やはり大切にしていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、渡辺議員の質問が終わりました。 

暫時休憩いたします。 

再開を２５分といたします。 
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〈午後３時１５分 休憩〉 

 

〈午後３時２５分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、新保峰孝議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 〔４番 新保峰孝君登壇〕 

○４番（新保峰孝君） 

日本共産党の新保峰孝です。 

私は、能登半島地震と上越・糸魚川沖地震、駅北子育て支援複合施設について、米田市長のお考

えを伺いたいと思います。 

１、令和６年能登半島地震と（仮称）上越・糸魚川沖地震についての対応と対策について。 

(1) 令和６年能登半島地震への対応について。 

① ２０２４年１月１日午後４時１０分頃、能登半島先端地域で震度７の地震があり、当市

においては震度５強の揺れがあり被害が出たが、初期対応についてはどのようになされた

か。 

ア 市民への機敏な能登半島地震周知については、どのように行われたか。 

イ 市民に対する自主避難要請については、どのように行われたか。 

ウ 行政の対策本部体制づくりは、どのように行われたか。 

② 被害状況把握のための調査と周知は、どのように行われたか。 

ア 被害の状況把握は、どのように行われたか。 

イ 市調査の目的が市民に周知されていたか。 

ウ 現状の地震被害に対する支援の仕組みが、市民に理解されるような取組が行われたか。 

③ 被災者支援については、どのように行われたか。 

ア 市による支援の状況。 

イ 市民に対する地震保険の支払い状況等把握されているか。 

ウ その他の支援の状況はどうか。 

④ 能登半島地震を踏まえた当市の課題について、どのように受け止めているか。 

(2) 今後想定される（仮称）上越・糸魚川沖地震の課題と対応について。 

  新潟県が平成２９年に公表した（仮称）上越・糸魚川沖地震による津波の浸水面積は

４６７ヘクタール、全海岸線の最高津波高は１３.０メートル、藤崎海水浴場１０.６メート

ルなどとなっています。 

  また、能登半島地震に見られるように、土砂崩れや道路の損壊、火災等も予想されます。

また、水道管・ガス管網への被害等々、甚大な被害が出ることが予想されますが、それらを

踏まえてお聞きしたいと思います。 
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① 木造住宅の総軒数、現在の耐震基準以前に建てられた木造住宅の軒数、耐震化率、耐震

診断件数等、糸魚川市の住宅の現状はどうなっているか。 

② 土砂崩れ対策や軟弱地盤対策も含め、住宅等の地震による被害想定をどのように考え、

対策を講じていくお考えか。 

③ （仮称）上越・糸魚川沖地震による津波、土砂崩れ等による国道、県道、市道の損壊と

交通止め等の予測、鉄道線路の損壊、港の被害等、交通網等の被害想定については、どの

ように考えているか。 

④ 海岸沿いと河川周辺等の浸水域が想定されているが、津波は３０センチの深さがあれば

足を取られると言われている。特に乳幼児、児童、高齢者施設は留意が必要と考える。ど

のように対策を講じていくお考えか。 

⑤ 各地域で毎年避難訓練が行われているが、地震はいつ起きるか分からない。津波だけの

想定と津波と国道のがけ崩れを想定した、二通りの避難訓練を行っている地域もある。避

難訓練をどのように捉えているか。 

⑥ 海抜表示はどの範囲まで行っているか。拡大する必要があるのではないか。 

⑦ ２０２３防災ハンドブックについて、感想等、市民の声は聴いているか。 

２、駅北子育て支援複合施設について。 

(1) ２０２２年（Ｒ４）３月に、新潟県地震被害想定調査の報告書が出され、（仮称）上越・

糸魚川沖地震についても、今後想定される被害状況が示されております。揺れによる建物被

害では、全壊・半壊合わせて８万から９万棟、液状化による全壊・半壊合わせて三万七、八

千棟、土砂災害による全壊・半壊合わせて２,０００棟弱、津波による全壊・半壊合わせて

約３,０００棟強、地震による火災での焼失棟数は約３,０００から８,０００棟、合計

１０万から１４万棟、死者数は２,７００人から３,０００人、１か月後の避難者約６万

４,０００人から７万７,０００人と推計されています。 

  上水道の断水人口約４２万人、下水道の管路被害による被害人口約６０万人、電力被害想

定では停電軒数約２０万軒で停電率約２０％、その他、橋りょう被害２０７か所、斜面被害

１２４か所等あります。どのように認識されていますか。 

(2) 現状の駅北子育て支援複合施設予定地は、このような地震被害を受ける可能性が高い場所

に置かれることになります。地震による津波と土砂崩れで国道８号の寸断が予想される中で、

日本海から糸魚川駅前までの道路も冠水し、厳しい状況に置かれることになります。地震に

よる火災等も被害想定されています。どのようにお考えでしょうか。 

(3) 能登半島地震を教訓に、子育て支援複合施設は少し時間をかけて別な場所を検討し、地

震・津波対策としての避難施設を検討したらどうでしょうか。地震災害の厳しさを突きつけ

られた状況の中で、弾力的な対応も必要ではないかと思いますが、いかがお考えでしょうか。 

(4) 駅北大火の最大の教訓は、災害に強いまちづくりです。市民の安全・安心を第一に、慎重

に考えるときではないかと思いますが、お考えをお聞かせください。 

以上、１回目の質問といたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

新保議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目の１つ目につきましては、津波警報の発表を受け、市民自ら身の安全を確保して

いただくため、避難指示を待つことなく避難を呼びかけたものであります。 

また、災害対策本部につきましては、災害時の職員初動体制基準に基づき、体制を整えたもので

あります。 

２つ目につきましては、市民や各自治会から通報を受け、被災状況を把握した上で、調査に入り、

随時、説明させていただいております。 

また、相談窓口を設置し、支援制度の説明などの対応をしております。 

３つ目につきましては、発災直後の応急措置や建物・敷地の復旧などへの支援を行っており、そ

の他の支援制度についても検討しております。 

なお、地震保険の支払い状況等については把握できません。 

４つ目につきましては、避難時の情報量が少ないといったご意見を多く頂き、市といたしまして

も課題と捉えており、適時適切な情報発信に努めてまいります。 

２点目の１つ目につきましては、平成３０年度の総務省住宅土地統計調査において、木造住宅の

総数は、１万７,５８０戸、耐震化率は約７０％と推計しております。また、これまでに市の耐震

診断員派遣事業により、１６８戸の耐震診断が実施されております。 

２つ目につきましては、まずは詳細な調査を行ってまいります。 

３つ目につきましては、当市においても震度７の地震により甚大な被害が発生する可能性がある

ことから、大地震、大津波への対策が必要であると捉えております。 

４つ目につきましては、危険区域内の要配慮者利用施設は、避難確保計画の策定及び訓練の実

施・報告が、法律により義務づけられており、適切な避難行動が行えるよう、引き続き指導・助言

を行ってまいります。 

５つ目につきましては、災害発生時に備えるための知識や行動を具体的に身につけるための訓練

を重ねていくことが重要であると考えております。 

６つ目につきましては、海岸部の地区に対し、増設や更新をお願いしており、要望等も確認しな

がら対応してまいります。 

７つ目につきましては、今回の地震を受け、防災ハンドブックへの問合せが来ておりまして、防

災への関心が高くなっていると感じております。 

２番目の１点目につきましては、過去の大地震に相当する甚大な被害が発生する可能性があるこ

とから、大地震、大津波への対応が必要であると捉えております。 

２つ目につきましては、建設予定地のせり上がり浸水深は５０センチメートル未満となっており、

現在の耐震基準を満たした施設とすることで、一時的な避難場所として使用ができるものと考えて

おります。 

３点目につきましては、耐震性を備え、津波の対策を施した施設とすることで、津波の緊急避難

場所になり得ると考えております。 

４点目につきましては、被災等に対する施設の安全性を確保していくことは重要であると捉えて
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おり、施設の利用者や近隣にお住まいの方の避難に対応できるよう検討してまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

１番目の（１）の関係です。 

これまで糸魚川市は、様々な災害に見舞われてきました。地震の場合は、豪雨による水害等と違

い、警報が出て、時間を置かずに来ると思います。今回の能登半島地震の際は、消防本部からすぐ

に避難指示が出されたと思いますが、当初、どのような体制で対応されましたか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

これまでも答弁してきたとおり、まず、地震・津波が発生した際、津波警報等につきまして、Ｊ

アラートで防災行政無線、あるいは安心メールで発信することとされております。その後、時間を

置きまして、消防職員が避難の再度周知ということで防災行政無線、安心メールで避難を促したも

のであります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

今回、皆さんもよくご存じのように、大分自動車の渋滞が起こったと、１月１日ということもあ

ったからだと思いますが。この市民に対する自主避難要請は、どのように行われたのか。自動車の

渋滞も起こったと言われておりますけども、どのような課題があると思われたか。その辺聞かして

いただけますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

地震・津波発生の際の手順につきましては、マニュアルどおりと言いますが、やはり市民の皆様

が聞き取り調査によりますと、Ｊアラートよりもテレビの避難してくださいとか、あるいは緊急地

震速報、携帯電話ですかね、鳴り響いたといったようなところで、もうとにかく高台というより遠

くへ逃げろというような、ちょっと意識が働いたのか車で避難、実際に渋滞したと。これ糸魚川市
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のみならず、ほかの市町村でもといったような情報を聞いております。この車での避難ということ

につきましては、原則徒歩で高いところと言っておるんですが、車での避難が必要な方もおられる

と思います。そういったところが課題と捉えまして、今後スムーズな避難につながるように検討し

てまいります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

大規模地震によって避難指示が出される場合、地域によっては、地震なのか、地震と津波なのか、

地震と土砂崩れなのか、火災も考えるのか、それぞれ違いがあると思います。一番当初は、火災と

いうのはまだはっきりはしないと思いますけども、それぞれいろんな条件があると思いますけれど

も、地域によっては、地形的な条件を考えて、先ほども言いましたけども、年ごとに違う前提で避

難訓練を行っているところもあると思います。地域ごとにいろいろやられていると思いますけども、

どのようにお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

災害に関する訓練につきましては、様々な想定をして実施することが有効だと思います。また、

毎年、防災訓練、市の防災訓練を実施した際に、やはりこの上手にやろうという心が働いて、例え

ば広報がなる前に避難するとか、ただ、あらかじめ分かる避難につきましては早めの避難といった

ところで間違いではないんですが、今回につきましては６月に能登半島地震を受けた訓練を計画し

ておりますので、まず、Ｊアラートを鳴らすかどうかちょっとまだ分かりませんが、広報が鳴った

ら、それから自分の身を守る行動を取っていただく。あるいは議員がおっしゃる避難経路に、地震

によって、例えば陥没して通れないとか、そういった負荷を与えるといったものも各地区のレベル

によって想定を変えていっていただければなと思います。いずれにいたしましても、各地区に合っ

た想定に基づいて、訓練を実施していただきたいと考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

２００４年（平成１６年）１０月２３日に新潟県中越地震が起きました。今は、長岡市となって

おりますけども、北魚沼郡川口町を震源とした直下型地震で、マグニチュード６.８でありました。

そのような経験もあってだと思いますが、長岡市の防災ホームページにある防災体制に関する資料

は、地震に対する避難対応、土砂災害、水害の避難対応、指定避難場所等を丁寧に記載されている
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と思います。様々な災害時の対応を考える場合、参考になると思いますが、糸魚川市の災害時の対

応マニュアルについては、どのようになっているでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

地域防災計画に基づきまして、各所属で、それぞれマニュアルをつくっておるものと捉えており

ます。今後も必要であれば、マニュアルを作成、あるいは見直し等していきまして、災害に備えて

いくことが重要だと考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

マニュアルをつくるのは、どこでもやると思うんですが、それが市民の皆さんに理解されて、こ

の場合はこうだ、多分この場合はこうしたほうがいいんだなというのが、ある程度理解されている

ときに的確な判断ができて、的確な避難ができるんでないかと思うんですが、その辺のところはど

のようにお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

先ほどの答弁につきましては、職員、市の対応ということでお答えさせていただきました。市民

につきましては、当然、ハザードマップ、また、防災ハンドブック２０２３、また、自主防災組織

に対しましては、自主防災組織のそういったマニュアルといいますか活動計画等を立てていただい

たりだとか、そんなところで、あとコロナ禍の後、避難所運営を地区の皆さんからお願いしたいと

いったようなところでマニュアルをお配りし、対応したことがございますが、ただ、地区の役員の

皆さんも替わるということで、その存在を知らないといったようなところを今回聞き取り調査の際

にもお聞きしましたので、また、発信につきましては、気をつけて対応してまいりたいと思います。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

１月１日の能登半島地震による被害状況の調査ですが、これはいつからいつまで行われたでしょ

うか。 
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○議長（松尾徹郎君） 

暫時休憩いたします。 

 

〈午後３時４７分 休憩〉 

 

〈午後３時４８分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

市の職員が出かけて、それぞれ被災したうちを調査して回ったということですよね。この調査の

目的、これはどういうふうな目的か、被害状況の把握と家屋などの損壊状況の調査と認定というこ

となのか、今後の対策に生かされるような調査なのか、罹災証明を出すための調査なのか、その辺

のところを聞かせていただきたいんですが。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

川合市民課長。 〔市民課長 川合三喜八君登壇〕 

○市民課長（川合三喜八君） 

住宅の被害調査につきましては、市民課のほうで対応させていただきました。 

調査のほうは、１月５日から開始をしておりまして、現在も調査の希望があれば、調査のほう、

伺っております。 

調査の判定結果に基づいて、罹災証明書を発行するために調査を行っております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

１月の６日から１０日までの間に建設課と都市政策課で、京ケ峰地区の建築物と宅地の応急危険

度調査ということで、京ケ峰地区の１６７棟分の危険度判定のほうを実施させていただいたところ

でございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 
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お答えいたします。 

もろもろ補足になりますが、今の市民課長と建設課長の答弁以外にも、相談窓口にはいろんなご

心配事で来られます。その折々に私ども職員も出向きまして、ご相談いただいたお宅のところへ危

険度判定に準じた調査ですとか被害状況について、罹災証明とかそういう手続もありますよとか、

そういう個別対応ということも調査しております。 

あと加えまして、今回、糸魚川で初めての事象でございますので、液状化の痕跡が残っとるうち

に、なるたけ現地を踏査して、寺町中央付近を現地踏査したり、そういう調査も併せて行っておる

ところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

１９６４年６月に発生したマグニチュード７.５の新潟地震をきっかけにして、地震被害に対す

る支援の仕組みとして１９６６年に地震保険に関する法律が創設されました。国と保険会社が、共

同で運営する保険ということであります。 

地震の場合、国や自治体だけでは対応し切れないので、火災保険とセットで、上限が火災保険

５,０００万円に対し、地震保険が半分の２,５００万円で運営されているようであります。国と保

険会社が共同で運営する保険ということであります。 

ご承知のように地震保険料が所得税の確定申告の際、控除対象となっております。 

市と直接関係はありませんが、この後、想定されているマグニチュード７.６の上越・糸魚川沖

地震のことを考えると、入れるものなら入っておいたほうがよいのではないかと思い、伺いました。

把握は保険会社でやって、自治体は関係なしということなんですね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

今、新保議員のお尋ねですけども、地震保険の加入の状況というのは、市のほうではちょっと把

握はできておらないということであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

リフォーム補助金が考えられているんでないかと思うんですが、被災者には、現状の市の支援が

あるわけですけども、そういうものも考慮したような、加算するとか、そういうことももう少し検

討したらどうかと思うんですが、お考えをお聞かせ願えますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

リフォーム補助金につきましては、新年度、今予定のほうさせていただいてます。それで、今回、

被災を受けた方につきましても、条件といいますか、を目指すことで、今、制度設計のほうを考え

まして、通常の分とその被災者用ということで、２本立てのほうで、制度のほうを検討してるとこ

ろでございます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

大嶋産業部長。 〔産業部長 大嶋利幸君登壇〕 

○産業部長（大嶋利幸君） 

補足させていただきます。 

当初、今、建設課長が申し上げましたように、当初予算で予定をしておりました。その中で地震

が起きまして、リフォームが必要なお宅が増えてきたということから、要件を拡大しまして、当初、

リフォーム補助金ですと、子育て世代の加算ですとか省エネへの加算ということを考えておったん

ですが、それは今回撤廃しまして、また補助率につきましても当初５分の１だったものを、若干で

はありますが４分の１にかさ上げして、一般のリフォームをやられる方による市内経済の循環、ま

た、被災された方への、僅かでありますが、復興の足しにしていただきたいということで制度設計

をし直しまして、今、新年度予算で提案させていただきたいものであります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

先ほどの答弁の中で、市の独自の取組ということで、ちょっと私の数字のほうはよくないんです

が、どの時点かによるんでないかと思うんだけど、市町村ごとの建物の構造別・建築年別棟数です。

これを見ますと、糸魚川市で１９８０年までに建築された木造住宅の割合が５２％で、その後、ま

た変わってきてるかもしれませんけど、２万８８４棟あるということであります。今後、想定され

るマグニチュード７.６の上越・糸魚川沖地震の際には、この状況だと非常に厳しいんではないか

と思います。 

２０２２年の耐震無料診断は３件、これを受けられた方が３件で、２０２２年３月現在、耐震改

修工事はゼロ件、この年度はゼロ件とのことでありました。固定資産概要調査からの数字でありま

す。補助もあるのですが、なかなか進まない、こういう原因はどこにあるとお考えか、お聞かせ願

えますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

五十嵐都市政策課長。 〔都市政策課長 五十嵐博文君登壇〕 

○都市政策課長（五十嵐博文君） 

お答えいたします。 
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今まで耐震診断、私ども耐震診断自体は市民の方の負担はなく、行政のほうで負担させていただ

いておりますが、１６８件診断いただきました。そのうち耐震設計、あと実際に耐震工事を行って

いただいた方は、まだこれまで制度を始めてから２件でございます。 

診断を行った方にアンケートをいたしました。やはり設計工事という負担が大きいという部分の、

金銭的なこと、あと、今の私どもの制度が旧耐震の住宅に対する診断ということで、今４０年以上

たっとる住宅に関しては、耐震性能が保たれていないのであれば、それを補修する、補強するとい

うよりは新しく建てることを考えるというような答えも頂いております。 

先日も答弁いたしましたけど、やはり避難する前に家が倒れてしまっては、倒壊してしまっては

何もなりませんので、やはりこの耐震改修というところは、支援金の在り方も含めて、より促進す

るような策というところにギアをシフトして取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

ぜひ改善していっていただきたいと思います。 

土砂崩れ対策といいますか、土砂崩れ対策や軟弱地盤対策の関係ですが、今後どのように進めて

いくお考えか。特に人家があるところは、早急に対策を講じていかなければならないと思いますが、

どのようにお考えか、実際に住宅、うちがもう建てられている、そういう住宅地のようになってい

る場合は非常に難しいとは思いますけども、この後、想定されている大きい地震、来年になるのか

２０年後になるのか、それより先になるのか分かりませんけども、マグニチュード７.６の上越・

糸魚川沖地震、こういう地震が起これば、必ず被害は大きくなります。この対策、軟弱地盤の対策

とか土砂崩れ対策、どのようにお考えか、お聞かせ願えますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

土砂崩れ対策のほうにつきましては、土砂法といいまして、急傾・地滑りということでの法律が

ありますので、一応、私どもと県のほうで調整しながら、対応のほうを進めさせていただきたいと

思います。 

また、軟弱地盤のほうにつきましては、今回、液状化とかそういったあれもありましたので、今

後、今回起きたとこにつきましては、要因等を現地調査のほうをさしていただきながら、対応のほ

うを進めさせていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 
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今回の地震で、新潟市の被害の状況がテレビで放映されておりましたけども、その際、被害を受

けなかった宿泊施設、ホテルとか旅館でしたかね、経営している３棟あるうち、対策をしなかった

２棟が壊れて、対策をした１棟は何ともなかったと。もうきちんとそういう地盤対策がされていれ

ば、被害はそんなに大きくならずに済むというのははっきりしてると思うんで、難しいとは思いま

すけども、糸魚川市で今回被害が出た、例えば中央区とか、南寺町とか南押上とか、はっきりして

るところの対策を何とか検討できないものか、研究できないものかと思うんですけどね、どうです

か。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えします。 

今回の地震で、特に糸魚川市の中央区の住宅地とか寺町の公共施設におきまして、液状化現象と

いうのが発生しました。状況といたしましては、ブロック塀が傾いたりとか、あと舗装の下から砂

が噴出したという状況が見受けられました。私どものほうも現地を見させていただいたんですけど

も、現在、液状化現象における要因につきましては、現状調査のほうが必要というふうに考えてお

りますので、専門家の支援を含めまして、過去の液状化と、あと造成の履歴とか、あと地下埋設物

の位置などのデータ等を調査・分析のほうを進めさせていただきまして、今ほどおっしゃいました

新潟市の事例も参考にしながら、対応策のほうを模索していきたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

糸魚川市の公共施設でも地盤の悪いところは、やっぱりしっかり造っているんですよね、最近の

新しい建物は。 

新潟県の地震被害想定調査、津波浸水想定図等を見ますと、国道８号は、市内河川の日本海への

河口区域の低い地域から上流にかけて、高い津波が押し寄せる、登っていくいうことが想定されて

おります。河口区域だけでなくてせり上がり浸水深が高くなっている地域等、津波が乗り上げ、寸

断される。道路が壊される。こういう地域区域も出てくるんではないかと考えられます。どのよう

に捉えておられますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

今ほど新保議員のほうからお話ありましたとおり、当市の国道は結構海岸に隣接してるとこあり

まして、そういった形で津波の、浸水を受ける可能性というのは非常に高いと思います。 

一応、私どものほうで新潟県の緊急輸送路ということで位置づけのほうをさせていただきまして、
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当然そういった道路をメインにするんですけども、やはりもしそういった道路が被害を及ぼしたと

きは、迂回路等も調整して対応のほうもしたいと思いますし、まずは、土砂崩壊とか被害を受けた

とき、すぐに対応して、道路を開けるというふうに努めたいと思いますけども。いずれにしまして

も、各地域でそういった形で避難路の形態とかもいろいろあるかと思いますので、国・県をはじめ

としまして、市の中でも所管課と調整を進めながら、そういったネットワークの調整のほう進めて

いきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

高波、冬とか秋の荒れた天気のときの高波で交通止めになるというのは何回も起きていて、国道

８号の、ある程度分かるんですが、津波の場合、もっと広い箇所で起こる可能性が高いと思うんで

すよね、想定では。ですから、この場合はどういうふうに対応するか、もちろん交通止めにすると

思いますけど、そういう対策も考えていく必要があるんでないかなというふうに思います。 

防災ハンドブックの２０２３という、過去に配られたこれを見させてもらって、以前もありまし

たけれども、分かりやすくていいなと思います。分かりづらかったのは、ちょっと水と土砂崩れの

その辺のところの兼ね合いがね、少し分かりにくかったところでありますが、この中で想定される

マグニチュード７.６の上越・糸魚川沖地震が起これば、市内のどこにいても、自動車での移動が

難しくなる状況が予想されます。どこへも行けない。その地域にいるしかないという状況が、予想

されます。 

このように、青海地域、糸魚川地域、能生地域等が交通不能となった場合、災害対策本部の体制

というのは、どういうふうにされるのかお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

市役所が機能不全になっていなければ、当然、まず災害対策本部は、市役所のほうに設置をさせ

ていただきます。あと想定されるのが、例えば青海川から西側、孤立する可能性があるということ

で、昨日の和泉議員も、歌の事例を紹介していただきましたが、そういったときには、例えば在住

職員、あるいは消防団員、地区の皆さんが、現地の対策本部というものを設置して対応するのも一

つの例かと思います。そんな形で職員がいるところにつきましては、現地対策本部、またはそれに

準ずるものを設置いたしまして、そこと情報連絡した中で孤立対策を図っていくといった対応をし

ていきます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 
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○４番（新保峰孝君） 

想定される地震の場合、可能性あるのは、新幹線もどっか具合悪くて止まるということになって

るんですが、高速道路だけかろうじて通行可能だと。 

しかし、県道とか市道が寸断されて、高速道路まで行けない。あるいは高速道路から降りても駄

目だというそういう場合、救急車がまともに走れない状態の中での救急活動は、どういうふうにな

るのか。仮に、乳幼児、児童、高齢者が、地震による大けがで糸魚川総合病院へ行こうとした場合、

どのような対応が考えられるのか。行く途中でも土砂崩れとか、あるいは水害でなかなか難しいと

思うんですが、そういう非常に厳しい状態の場合の対応というのは、どういうふうなことが考えら

れますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

そういった事例につきましては、様々なことが想定されるかと思います。例えば高速道路が通っ

ていれば、高速道路を使って市外の病院へ搬送すると。ただ、現場に到着できないといったような

ケースも考えられるかと思います。そんなときには、例えば今でもやっておるんですが、消防職員

を増員した中で対応する。軽救急車といったような話もありましたが、とにかくまずは、救急隊員

が現場のほうに必要な資機材を持って傷病者に接触するといった対応が大事だと思います。いずれ

にいたしましても、今回の地震でも、東西が移動できない。あるいは糸魚川総合病院も一時受け入

れできないといったところで、１４８号が通行できるというところで、長野県の病院を確保いたし

まして、結果、糸魚川総合病院へ搬送したんですが、そのときにでき得る対応をしてまいります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

各地域で出かけて説明される際、海沿いの地域では、津波高、高い津波と地域の置かれた条件等

を含めて、こういうふうになりますよという、そういうことは説明されているわけですか。その説

明によって、その地元の方たちが対応策を考えて、こうしよう、ああしようと相談できる。実際に

もうやられているというところもありますけども、その辺のところ、どんなものなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

出前講座の地震・津波対応する際には、その地区の海抜といったものをハザードマップ等で皆さ

んと見ていただき、どんな避難をすればいいかといったことを中心に、出前講座を実施していると
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ころです。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

避難訓練は、それぞれの地域で考えて行われていると思いますが、特に浸水区域や土砂災害警戒

区域は、地域だけで対応できない問題もあろうかと思います。消防本部や市役所との連携は、どの

ように行われているか、その辺のところの連携等ありましたら聞かせていただけますか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

連携といっても形に見える連携といえば、例えば訓練を通じてとか、こちらから出向いていく、

例えば火災ですれば、初期消火訓練する際にとか、そういったところで連携という形になろうかと

思います。 

ただ、訓練の指導というと、こちらから一方的なことになろうかと思いますが、そういったとこ

ろは、また地区のご意見も聞きながら対応していければいいと思います。連携というとちょっと形

という答弁にはちょっとなっておりませんが、そういったところで対応しております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

いつ地震が起こるか分からない状況の中では、海抜表示はもっと必要ではないかと思いますし、

どこに表示してあるのか、市民の皆さんに周知しておく必要があると思いますし、範囲を広げる必

要があるんではないかと思います。この辺のところをいかがお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

これまでも市長答弁、あるいは私のほうからも答弁したかと思うんですが、海岸地区の聞き取り

調査をした際に、増設また入替え等のお願いをしております。そんな中で地区の要望をお聞きしな

がら、対応してまいります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

こういう災害のときに、一定の人数の人たちが集まれる場所という、避難できる場所というのは

大事だと思うんですが、医療を必要とする人たちに対して、例えば糸魚川総合病院で空いてる病室

なり病棟があるといった場合、これは活用できないのか、それを活用させてもらうことはできない

のかという点については、どうでしょうかね。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

災害の程度にもよるんですが、今回のような大規模の災害になりますと、やはりもう市内にある

各施設、やはり日頃からいろいろと情報交換させていただいてるわけでございますので、最大限や

はり利用させていただきたいと思っております。そして、非常時になってくると、特にそういった

医療については、本当に、今ほど病室と言われましたが、病室ではなくて廊下でも対応するような

状況も起き得ると思っております。そのような、私は市内の施設の方々には、これからもやはりそ

ういったことも起き得るというのをこれからの中で対応していきたいと思いますし、今までの中で

も対応いただいてるわけでございますが、どうもやはりスタートのときという、災害の最初の頃は、

なかなかそういう形にならないかもしれませんが、早い時期にそういう医療の必要な方々について

は、早急に対応していきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

２つ目の駅北子育て支援複合施設でありますが、新潟県地震被害想定調査の報告書が出されて、

上越・糸魚川沖地震についても、今後、想定される被害状況が示されております。地震を起こす断

層は、糸魚川市と富山県境付近の陸地から近い海底から上越市と佐渡の間の海の中間付近にかけて

の断層ということになろうかと思います。玉ノ木から上越から佐渡の間ぐらい、真ん中ぐらいに線

の引いた陸地と断層のその三角形の中の遠いところは上越市、一番近いところは糸魚川市の玉ノ木、

市振地域ということになるわけです。そうした場合、玉ノ木にも行ってみたんですが、どのぐらい

の、５分以内といっても、５分以内のところもあれば、もうすぐのところもあると思いますし、波

がどういうふうに来るか分からん。向こう行って、またもう一回寄り戻し波みたいになるのか分か

りませんけど、ただ、今の状況を考えるんであれば、糸魚川市だけでできる問題じゃないと思うん

ですよね。国とか県の協力も得て、あそこに防潮堤、今、浜になってるところですけど、そういう

ことも、ここに逃げてくださいといっても、例えば１分ぐらいできたときに逃げられますか。地域

によってそういうことも考える必要があるんでないかと思うんですね、行政と市としてはね。そう

いうことは考えていませんか。国とか県に、この地震を想定して避難するんだけども、これをやっ
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てくれと、命を守るために。そういうことも必要なんでないかと思うんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

まさしく本当に住宅のすぐ前の海岸の中で、そのような発生するおそれというのも想定できるわ

けでありますが、そういうどのようなメカニズムで起きるかという、やはりその辺から考えて、た

だ、堅固なものを造れといったって、どれぐらいのものを造ればいいのかというのは分からないわ

けでございますので、そういう、今ある断層の状況というのも理解した上で、そして、それが今、

全国でそういった３.１１も含めてなんですが、そういった事例もあるわけでありますので、そう

いう中で、その周辺の集落や周辺の地域をどう守っていくかというのは、当然、市だけでできるわ

けでございませんので、当然、国や県と、そういったところを、やはり連携しながら何とか対応し

ていきたいという形で、これからの対応の中で捉えていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

新保議員。 

○４番（新保峰孝君） 

日本列島は、地震列島みたいな形になってるわけですが、４つのプレートがぶつかるそういう場

所でありますから。今回の上越・糸魚川沖断層で一番被害が大きいのは、近さから言えば糸魚川市

でないかなと。面積も広いですし、そういうふうに思うんですが、やっぱり先ほども言いましたよ

うに、糸魚川市だけでどうこうしようってできない部分もありますから、ぜひ国・県と専門家の話

なんかも聞きながら、犠牲が増えないような形で対応していっていただきたいと思います。 

子育て支援複合施設なんですが、私は、先ほども言いましたように、あそこの場所は海岸沿いと

いうか国道８号の部分はもう津波が上がります。１メートル超えてる津波が上がるところもありま

すし、駅前停車場線は、３０センチのところもあれば５０センチのところもある。こういうところ

を考えて、ぜひ考え直してもらいたいということを述べておきたいと思います。 

終わります。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、新保議員の質問は終わりました。 

暫時休憩いたします。 

再開を４時半といたします。 

 

〈午後４時２４分 休憩〉 

 

〈午後４時３０分 開議〉 

 

○議長（松尾徹郎君） 
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休憩を解き、会議を再開いたします。 

次に、加藤康太郎議員。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 〔９番 加藤康太郎君登壇〕 

○９番（加藤康太郎君） 

みらい創造クラブの加藤康太郎です。 

発言通告書に基づき、一般質問をさせていただきます。 

１、「糸魚川市国土強靱化地域計画」について。 

糸魚川市においては、平成２８年１２月に発災した「糸魚川市駅北大火」をはじめ、平成３０年

２月の「北陸豪雪」、令和元年１０月の「台風１９号災害」、津波を伴う令和６年１月の「能登半

島地震」などにより、様々な被害が発生しています。また、Ｆ４１津波断層（上越・糸魚川沖）モ

デルによる地震と津波、火災、そして、季節によっては雪害も重なり、甚大な被害を及ぼす可能性

がある「複合災害」も想定されています。 

いつ起こるか分からない、いかなる災害に対しても市民の生命と財産を守り、災害に強い強靱な

地域をつくりあげるため、令和２年７月に策定した「糸魚川市国土強靱化地域計画」の改定へ向け

た検証と見直しが必要と考えます。 

(1) 「令和６年能登半島地震」において、「糸魚川市国土強靱化地域計画」による対策の実施、

対応力強化によって、４つの基本目標（①人命の保護が最大限図られる、②市政及び社会の

重要な機能が致命的な障害を受けず維持される、③市民の財産及び公共施設に係る被害を最

小化する、④災害発生後の迅速な復旧・復興を可能にする）に対する成果を伺います。 

(2) 「令和６年能登半島地震」で浮き彫りになった課題（液状化等の地盤被害）や、避難（二

次避難）を含む、今後に生かすべき得られた教訓は何か伺います。 

(3) 「地震発生可能性の長期評価」等の最新の知見を反映させた「糸魚川市国土強靱化地域計

画」の改定を行う考えはないか伺います。 

(4) 「令和６年能登半島地震」で甚大な被害が出た石川県珠洲市では、昨年５月の震度６強の

地震でも被害を受けた「二重被災」の住宅が３,０００棟を超えると見られています。地方

自治体においても大きな負担となる「二重被災」への対策も必要と考えます。所見を伺いま

す。 

２、「復興まちづくり」のための事前準備について。 

平成２３年の「東日本大震災」のような過去に経験したことのない甚大な災害に遭遇した際、深

い悲しみとその困惑の中で、被災した生活・社会環境の復興に取り組む困難さは計り知れません。

さらに、広範囲で甚大な被害が発生したことから、応急復旧対応に時間を取られ、住民の意向把握

や復興まちづくりの検討に時間が割けなかったという課題がありました。この教訓を生かし、「防

災・減災対策」と並行して、事前に災害が発生した際のことを想定し、被害を最小化につなげる都

市計画やまちづくりを推進する「復興まちづくり」への取組を行うことが非常に重要です。 

(1) 国土交通省では、市町村に対して、被災後、早期に的確な復興まちづくりに着手できるよ

う、過去の災害からの復興まちづくりにおける課題・教訓等を踏まえて、平時から災害が発
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生した際のことを想定し、どのような被害が発生しても対応できるように、復興に資するソ

フト的対策を事前に準備しておく「復興事前準備」に取り組む必要があるとしています。 

  被災後の職員の負担軽減、復興まちづくりに対応可能な人材育成、復興体制等の整備によ

る復興までの時間短縮を含めた当市における「復興事前準備」への取組について伺います。 

(2) ｢被災地を元どおりに復興する｣という現状復旧から、「よりよい復興の実現」に向けた未

来志向の将来ビジョンを描き、住み続けたい、移住したくなるような前向きな地域に生まれ

変わらせることを目指す「創造的復興」の観点も必要と考えます。所見を伺います。 

(3) 当市における災害予防と災害発生時の応急対策、復興対策などの総合的な基本指針となる

「糸魚川市地域防災計画」において、「復興事前準備」編を新設する考えはないか伺います。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

加藤議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、小中学校の耐震化により、指定避難所の安全性が確保でき、市

道の改良により、災害時の孤立対策や支援物資の輸送路が確保できたことが成果と捉えております。 

２点目につきましては、液状化への対策や古い建物の耐震化対策が今後の課題と考えており、避

難については、市民の皆様が自発的にいち早く避難行動を取られたことは、これまでの防災訓練が

生かされたものと捉えております。 

一方、避難後の情報量が少ないといったご意見を多く頂いており、市といたしましても、課題と

捉えております。 

３点目につきましては、今回の災害対応を検証を含め、適宜見直しを行ってまいります。 

４点目につきましては、現行の制度では難しいと捉えております。 

２番目の１点目につきましては、国のガイドラインなどを参考にし、災害からの復興に際しての

課題把握に努めてまいります。 

２点目につきましては、被災者や被災地の状況に応じて安全に住み続けられることや、地域の将

来ビジョンを共有しながら、復興に向けた取組を進める必要があると考えております。 

３点目につきましては、新潟県地域防災計画との整合を図ってまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

それでは、１番、糸魚川市国土強靱化地域計画について再質問させていただきます。 

まずは、（１）に対する成果を伺いました。この成果の評価の検証は、まさに事前の対策により

防災・減災にどうつながったかという部分でありますし、また逆に、無事に避難行動ができたり、
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被害を受けずにいるということが、耐震によってなされた効果なんですが、それが目に見えにくか

ったり、はかりにくい部分があるので、そういった部分ではしっかりと耐震化、そういった国土強

靱化計画に沿ったそういった耐震化や道路の耐震化によって輸送路が確保できたり、避難所がこれ

だけの軽微な損害で済んだとか、やっぱりそういった部分をやっぱりしっかりと市民にも伝えてい

くことが必要ですし、それが、ひいては自宅の耐震化とか、そういった自分たちでできることにつ

ながっていくと思いますので、ぜひそういった部分をしていただきたいと思います。 

ただ、そうは言ってもなかなか伝わらないので、例えば新潟県では、長岡の長岡平野の西縁断層

帯を震源とする地震が発生した場合は、例えばですけど揺れに弱い古い建物の耐震化や建て替えが、

もし１００％行われた場合、全壊棟数が激減するため、建物で倒壊で亡くなる人や、さらに避難所

に避難する人を大幅に減らすことができると試算されてまして、一応、仮の数字にはなるんですが、

揺れによる全壊棟数は約８６％減、死者数は約８５％減、避難者数は約４９％減となります。そう

いった地域での事前の対策で、被害を大きく減らすことができ、さらにその被害を減らしたことは、

その後の速やかな復興もつながるということで、日頃の地震等の危険性を正しく理解し、備えてい

くことで、未来はよりよい方向へ変えられるということにつながると考えます。 

また、国土強靱化計画は、とても広い概念でありまして、これはもちろん行政だけでなく、民間

企業や民間団体、また個人や、個人を含むその地域コミュニティ、そしてやっぱり国、県、地方自

治体を併せた、まさに三位一体の取組であり、ハード面だけじゃなく、ソフト面である、例えば個

人であればハザードマップを確認するとか、そういった取組自体も、この国土強靱化計画に含まれ

ます。 

そういった意味で糸魚川市国土強靱化地域計画というと、一般の人も、もしかしたら職員の方も、

土木工事の堤防とか道路の補強など、ハード面での取組と誤解されている方もいらっしゃると思い

ますし、プラスして、そういった強靱なハード整備にソフト的な運用が重なってこそ、真の効果を

発揮できると考えます。そういった意味で、現在の糸魚川市国土強靱化計画のまずは職員、そして

市民、またそういった企業、関係団体の理解・周知は図られているか。そしてまた、この国土強靱

化計画における地方自治体としての糸魚川の果たすべき役割を、改めてお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

議員のほうから、国土強靱化計画という形で、今回、切り口でご質問いただきました。 

職員に周知が図られているかという視点でありますが、やはりここにいる部・課長も含めてなん

ですが、どっちかというと地域防災計画というところのほうが浸透してるというのが実情だという

ふうに思います。どうしても防災計画ですので、こういうところに来たらこうしようとか、こう避

難行動を起こそうとか、ああいうところが主になってくると思うんですが、国土強靱化計画を進め

ますと、ハードとソフトが一体となったというところが、やっぱりまだしっかり伝わっていないと

いうところがあると思います。やっぱり国土強靱化計画は、あらゆる糸魚川市の特性に応じたリス

ク、危険ですよね、こう来たらこう行く、こう来たらどうするというところを事前に考えるという
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ところで非常に有効な手段だと思います。とかく私らのほうで、行政のほうでは、ハード面のほう

の整備というところが主になってくると思うんですが、この計画では、やっぱり議員の言われるソ

フト事業、情報の伝達ですとか、避難誘導、そういったソフトとハードが一体となったというとこ

ろで捉えておりますので、今後、もうちょっと国土強靱化計画、法律がありますので、いま一度防

災計画とはちょっと違った意味で、しっかりとしたソフト事業で、ハードが何で必要なのかという

ところの理屈系をしっかりたたき込んで、今後予算は、こう要るんだというところを浸透させてい

きたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

まさに国も今そういった過去の激甚化する災害の中で学んだり、教訓で、なおかつそこにまた予

算を充当するんですが、やっぱりそういったしっかりしたところにはしっかり予算を充当するとい

う形ですので、そういう活動が浸透して、そういった中で申請というかすることによって、それに

対する予算づけはされる部分もありますので、ぜひそういった部分を有効活用していただきたいと

思いますし、まず、本当に日本は、２０１１年から２０年の間で震度５以上の地震が年間平均で

１８.６回も起きているというところで、本当に災害が起きると、本当にたくさんの方が亡くなっ

たり、家屋が使えなくなったり、また、電気、水道、また食料の供給が止まって生活に困る。また、

あと農地が駄目になったり、そういった部分で食料供給の部分が課題が出たり、あと企業がダメー

ジを受けることによって、まさに国際経済に影響するような部分で、国際競争力が低下するという

様々な懸念材料があります。 

そういった中で、国は災害に強い国づくりということで、もちろん強靱化しないと被害が大きく

なりますし、復興もなかなか進まないということですが、強靱化すると、もちろん被害は少なく済

みますし、先ほど言ったとおり復興についても速やかにできると、そういったプラスの面がありま

す。 

また、先ほども伝えましたが、この国土強靱化計画は、ソフトとハード、そして国、地方自治体

が、そういったハード面の下支えをする中で民間企業や、また個人が、そういった食料の備蓄ハザ

ードマップ、また、民間企業の事業継続計画やオフィス、工場の耐震化、また、家庭でできる耐震

化家具の固定、日頃の防災情報の発信や防災の教育の実施、また避難の、参加とか、そういった部

分で人命の保護と迅速な復旧・復興、経済社会の維持、財産及び公共施設の被害最小化を図ろうと

するものでございます。 

ちょっと事例を紹介しますと、札幌時計台ビルの地区防災計画を策定して、そこではテナント従

業員が、災害時にビル内で閉じ込められても３日間滞在できるように、充電のスペースや休憩所、

物資の支援、情報提供などを行ったり、また、そのテナントが集結して、万が一、保育園児がそこ

にいても保育園児を守る対応する保育園対応チームをつくったりして、また、企業自体もそういっ

た災害時における自助・共助の意識を高めています。 

また、岡山県倉敷市でも「防災おやこ手帳」というのを作りまして、マイ避難先や、どんなタイ

ミングで避難をしたらいいかという避難スイッチとか、本当に何を持っていったらいいのという持
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ち出しグッズなど、子供向けの手帳をその地域で作ったりしております。 

そういった中で国、自治体が行う国土強靱化では、鹿児島県伊佐市さつま町などは、堤防の整備

や河川を採掘したことで、令和２年７月１日からの大雨の際、水位を３.１メートル低減すること

によって、結果として、河内川の本川からの水があふれることがなくて、浸水被害を軽減すること

ができたという事例があります。 

また、先ほどありましたように、福岡県筑後市でも耐震補強による学校施設の安全性を確保する

ことによって体育館が耐震化が図れ、そういった避難の部分で安全に確保することができ、避難所

として活用することができたという事例が紹介されています。 

もう一点、大きいのが、実は費用面の効果で、国土強靱化の取組を行うことでどれぐらい効果が、

これも事例になるんですが、平成３０年７月豪雨での高梁川水系の小田川だと思うんですが、もし

そのままの状態で被災を受けた場合の被害額、回復費用ということで、一般被害額、被災者支援、

災害廃棄物の処理費、あと原状回復費で約２,６９５億円かかると言われています。 

ただ、これに今言った国土強靱化等によりまして、被災前に対策をした場合は約４８０億円で済

んだということで、この効果としては６分の１で２,２００億円削減効果ができたということで、

当初４８０億円投資したんですが、それだけの削減効果ができたと。 

また、事例として、令和元年東日本台風での阿武隈川の例で、被災のその前の状況ですと約

７,０２０億円の被害、回復費用かかったんですが、震災前に対策をした場合の費用が約

１,３００億円で約５分の１に縮減でき、また、５,７２０億円削減できたということで、本当に当

初の災害前に約４８０億円かけるとか、１,３００億円かけてすごいお金かかるなという部分はあ

るんですが、それを冷静に中長期で見れば、本当に大事な未来な投資でもありますし、結果的には

貴重な財源である税金をそれだけ費用を安く済ませることができるということで、ちょっと紹介を

させていただきました。 

続いて、（２）のほうに移りたいと思います。 

今回、令和６年の能登半島地震では、本当にいろいろな教訓が得られたという部分で、課題も今

お答えいただきましたが、私はちょっと別の視点から、もちろん元旦ということもあったんですが、

今回混乱した大きな要因として、津波ハザードマップで想定されてるのはＦ４１の津波断層モデル

で１０メートル近くの津波が来るというところで、実はＦ４３の津波断層モデルが糸魚川に到達す

るという想定というか、もちろん大きい被害を載せるので、逆にそんな被害は少ないということで

外されたかもしれないんですが、後は県域が、石川県と新潟県、新潟県が作成しているので、そこ

の影響はないということで外れていたと思うんですが、結局、Ｆ４３でもし想定されていれば、恐

らく当初のあったように３メートルぐらいの津波ということであれば、今回、皆さんが慌てたよう

な１０メートルの津波が来ると思って、想定して、多分いろいろな避難行動が出たと思うんですが、

そういった意味で、どうしても大きいモデルで逃げてほしいんですが、やはり起きた震源と、その

モデルによって大体何メートルの津波が来て、自分が今、海抜何メートルで、浸水しないところに

いるとか、ちょっと冷静になればそれぞれのもっと垂直避難とか冷静な避難で、本当に逃げなきゃ

いけない人が車で逃げられたんではないかなとちょっと捉えております。 

これも平成２９年１１月の新潟県による津波浸水想定を基に作成されているので、なかなか難し

い部分もあるんですが、今現在もＦ４２の佐渡西方と能登半島北東沖の津波断層モデル、あとまた
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佐渡西のＦ３９というのも津波が来るんじゃないかと心配されているところです。今後、今のとこ

ろ津波ハザードマップ等は見直す段階ではないというところなんですが、そういった点を含めて、

今回の断層モデルの想定が、能登のほうの津波ハザードマップに入ってなかったという私のこの視

点についてはどう分析されるか、お聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

今、加藤議員おっしゃられたＦ４１の最大に備える。ただ一方で、３メートルとかそういった津

波もあるといったようなところで、やはりＦ４１糸魚川・上越沖断層の最大地震・津波対策を考え

ておく、日頃から備えておく。その上で今回の津波警報は、推定３メートルでしたが、じゃあ４メ

ートルなら大丈夫かといったところは絶対というところはありませんので、そういったところで、

我々もプロではありませんので、そういったところをまた大学の教授だとか、そういった知見を得

る中で、また市民に情報を発信していきたいと考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

続いて、糸魚川市国土強靱化地域計画の想定では、例えば地震は地震、津波は津波、あと高波含

めて、あと風水害とか雪害とか、どうしても一つずつの想定になってますので、避難訓練もそれの

一つに対応した避難訓練等になってるんですが、やはりＦ４１津波断層は、本当に陸地にも入って

いるような活断層でも、地震と津波、今回、幸い本当に火災もなかったですし、冬季でありました

が、積雪がなかったので道路状況もよかったということで、そういった雪害の影響もなかったんで

すが、実際、能登半島で起きたように、地震もあり津波もあり、火災が起これば、その一帯が駅北

大火のように複合災害が起こると考えます。 

今後、やっぱりそういった想定として、想定する自然災害として、複合災害が起こるという前提

で、ある程度対処、また備えをしていかなければいけないんではないかと考えますが、いかがでし

ょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

議員ご指摘のとおり、本当に我々は今まで３.１１のときに地震に対する、また津波に対する考

え方が大きく変わったわけでありますが、しかし、身近にはなかなか受け入れてなかった部分があ

るのではないか。そして、我々の場合にはいろんな断層があると言いながらも、何か能登半島の地
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震については、少しそれもなかなか距離があるんではないかというような思いをしていたわけでご

ざいますが、しかし、直接この地震に、１月１日の地震に触れてみて、これはもう他人ごとではな

いなというのは、これはもう市民ひとしく、この体で受け止めたんではないかなと思っております。 

今までの行ってきた訓練であったり、今までつくってきた計画であったり、私は、もう一度見直

す必要があると思っております。そして、見直さなくてもいいものについては、そのままでやはり

市民にまた周知しながら理解してもらって、これから起き得る地震に対しての対応は、取っていか

なくちゃいけないだろうと思っております。そして、市民と連携していく中においては、そういう

ことが、ぜひ必要だと思いますし、それと並行して行わなくてはいけないのは、今ご指摘の糸魚川

の強靱化計画であるわけでございまして、これについてもやはりはっきりとした断層があるという

のを明確にあるわけでございますので、これはやはり糸魚川市が中心になって県に働きかけ、国に

働きかけ、そして、今ある国の計画、また県の計画、併せてもう一度再確認しながら、この地震に

耐え得るものに持っていきたいと思っていますし、そういった形にこれからの中では計画していか

なくちゃいけないと思ってる次第であります。 

本当に過去の例を見ておりましても、そういったことを行っていただきました。７.１１のとき

に、この姫川の河川が氾濫したときに、大正元年に起きた、そして堆積した５メートルもの土砂を

７.１１水害のときにみんな撤去したという事例もあるわけでございます。それ以降、７.１１のと

き以上に、豪雨になっても姫川が氾濫しなくなったという前例を考えると、我々はやはりそういう、

これから安心して住んでいける地域に持っていくには、そういった形をしっかりと、今この能登半

島地震の教訓を生かしていきたいと思ってる次第であります。 

○議長（松尾徹郎君） 

質問の途中でありますが、あらかじめお諮りいたします。 

このままですと午後５時を過ぎることが予想されます。本日の会議時間を延長したいと思います

が、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

ご異議なしと認めます。 

よって、本日の会議時間を延長することに決しました。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

それでまた、やっぱりこういった津波の被害が行くと、どうしても津波に目が奪われてしまうん

ですが、そういった中では、令和６年１月１５日に更新された長期評価地震発生確率では、今後、

糸魚川静岡構造線断層帯で、北部でマグニチュード７.４、中北部で７.６、中南部で７.４程度の

地震が３０年以内に発生する可能性が高いＳランクに上げられております。こちらの想定もしてい

かなくてはいけないですし、そういった場合、被害の中心は長野県の中心になるんですが、やっぱ

り国土と考えたときに、日本海の物流等、そういった部分の玄関口は、逆に糸魚川になるんではな

いかなと思っております。そういった視点を持って、先ほどおっしゃってた国や県にも要望する中
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でしっかり対策をしてもらって、糸魚川がそういう救援基地になったり、また、けが人や負傷者が

いれば、糸魚川の災害病院として糸魚川総合病院で受け入れたりとか、そういった相互の連携がで

きる地域であるようになることが今後の糸魚川の大事な部分と考えるんですが、そういった部分で

の所見をちょっとお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

まさしく糸魚川静岡構造線もやはり断層であることは間違いないわけでございまして、今、この

日本列島全体といいましょうか、地球全体が少し２０世紀から２１世紀にかけて変動期に入ってき

ておるという言い方もされております。そのようなことで、この地震や、いろんな気候変動もその、

現に表れている部分でもあろうかと思ってるわけでございますので、そういった我々は今までジオ

パーク活動をやってきて、大地をやはり学んできてるわけでございますので、そういった視点も含

めて、それに対してやはり重要なインフラ整備はしっかりとすることによって、この地域の連携を

図りながら、災害対応がお互いに図られていくんじゃないかなと思っている次第であります。本当

にそれを考えたときには、道路だけではなくて、やっぱり海を生かした安全の物資輸送も必要だろ

うと思っております。それには、先人たちが頑張ってくれたおかげに姫川港は耐震バースにもなっ

ておるわけでございまして、地方港湾で耐震バースになっているのはあまりないわけでありますが、

そういったものを生かしながら、そういうものがあるよということで、さらに南のほうの道路もし

っかり整備しなくてはいけないという松本糸魚川連絡道路もあるわけでございますが、それの早期

の完成を目指して進めていったりという、そういったような一連のこの計画に描けている部分では

ないかなと思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

そういった意味で、本当に姫川港って本当重要港でもありますし、今だと医療船を国のほうでも

造ったり、災害物資、今回、能登は隆起したために使えなかったんですが、そういった場合では、

本当に姫川港の有効性というのは、あと糸魚川の地理的な部分が生かされると思いますので、ぜひ

また推進のほうをお願いします。 

続いて、（３）の糸魚川市国土強靱化地域計画の改定について、再質問いたします。 

これは令和５年１０月に、１０年目ということで国土強靱化地域計画の策定の改定ガイドライン

の第２版が作成されましたし、当市においても糸魚川市第３次総合計画の整合性を図らなければい

けないですし、令和７年には、５年が節目である令和７年に５年の節目を迎える。また、新潟県内

でも、実際は５年を待たずに、新潟市、長岡市、柏崎市、村上市、上越市が、もう既に改定されて

います。あわせて、令和５年６月１４日に、改正の国土強靱化基本法が可決成立しまして、それに

合わせて令和５年７月に新たな国土強靱化基本計画並びに連動する新たな国土形成計画が作成され
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ております。そういった意味で今回の能登半島地震の教訓を生かし、改定が必須と考えますし、そ

ういった意味で、またＰＤＣＡサイクルの検証のステージに今あると思いますので、すぐにすれば

いいということではないんですが、ある程度そういった改定を見越して、今からそういった検証を

含めて、なおかつ今の復旧活動をして、今後のまたメニューというか、国へ要望していくという作

業が必要だと思うんですが、改めてそういった点での所見をお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務部長。 〔総務部長 渡辺孝志君登壇〕 

○総務部長（渡辺孝志君） 

お答えします。 

能登半島地震の検証ということでありますが、今回のこの議会でもいろんな課題が出てきており

ます。１つは、情報伝達の部分でもありますし、あと、この津波の到達が非常に早いというのは改

めて私たちも認識をしたという点もございます。それとあと、議員からも今日ご発言いただきまし

た被害の想定をやっぱりしっかりすると。それで冷静な行動、こういうところがやっぱり大事なの

かなというふうに思っております。それに加えて耐震化というところも課題という形で捉えてきて

おりますので、こういった検証を含めて、国土強靱化のほうは、今後、進めていかなきゃいけない

と思います。 

ただ、改定につきましては、先ほど途中の議員の答弁の中でも、市長のほうからも改定の必要性

というところも発言いただきましたので、そこは私のほうからは言う立場はないんですけども、市

長の答弁のとおり、進めていかなきゃいけないというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

そういった意味で、先ほど紹介した国土強靱化地域計画の改定ガイドラインなんですけど、

１８０ページぐらいのものすごい分量の資料がありまして、それを読み解くだけでも大変で、いい

すばらしい参考事例もあるんですが、そういった中で、今内閣府が主導で進めてるんですが、そう

いった出前講座で内閣官房の職員を派遣して、そういった皆さんに研修してくれるような、１回限

りだったんですが、無料で派遣してくれるというところで、もちろんオンラインでもできるんです

が、やっぱりリアルに来ていただいて、糸魚川を見ていただいて、そこで人脈とかいろいろなそう

いったノウハウとか、そういったものをつくると、今後いろんな申請とかする、また改定に向けた

作業で大いに役立てるんではないかなと思って、今紹介してるんですが、そういった出前講座をぜ

ひご利用いただきたいんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

中村企画定住課長。 〔企画定住課長 中村淳一君登壇〕 

○企画定住課長（中村淳一君） 

企画定住課のほうで、国土強靱化計画の糸魚川地域計画の取りまとめをさせていただいておりま
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す。今ほどご提言のようなこともあるということで、例えば派遣であるとか、研修であるとか、そ

ういう機会も通じて、先ほど市長申し上げたような見直しの部分、５年ごとに見直すといったタイ

ミングも参りますので、必要な改定について取り組んでまいりたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

ぜひお願いいたします。 

また、（４）の度重なる災害で、今回、能登は本当に大変だったなと思うんですが、本当に財政

調整基金は本当にもう、第１回でやっぱり一部損壊の方にも充当したので本当に基金が本当に少な

くなって、今回またなって、本当にもう厳しい運営状況になっているということで、地方自治体と

しても本当に厳しい、個人の方も本当そうなんですが、自治体も厳しくて、結局、応援したくても

できないという状況があります。今後は、そういった部分は逆に、国にしっかりと支援をしていた

だきたいんですが、そういった意味でも、こういった国土強靱化基本計画を生かして、その被害を

少なくしていっていただきたいと思います。 

せっかくですので、糸魚川市の国土強靱化地域計画、ちょっと若干、質問、お伺いをしておきた

いと思います。 

こちらの１５ページにあるんですが、①では防災公園化というところで、今回、皆さん美山に自

然に逃げたということは、美山は、実は適地というか、自然と皆さんが目指せるので、その美山使

いを今後、パークＰＦＩのそういった活用もあるんですが、防災公園としてもキャンプ場もいろい

ろあったり、トイレは今回使えなかったということですけど、そういった防災対応のトイレにした

りとすることで、一つのそういった防災公園としての位置づけとしての対応は、してはどうかなと

いう考えがあるんですが、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

今ほどご提言のありました美山公園のほうにつきましては、高台のほうに位置しておりまして、

津波とか洪水の災害時には、非常に安全な避難場所だというふうに考えております。 

既存施設の活用とか、あと必要な整備につきましても、今後、消防本部とか、あと関係課と検討

する必要があるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

ぜひ検討のほうをお願いします。 

また、②の避難路の整備ということで、前回もいろいろ海抜表示も出てるんですが、陸前高田市
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では、津波の避難誘導標識というところで、避難所は津波マークがあって、ここでこっから何メー

トルこっちの方向に逃げてくださいという誘導標識になってるんですね。ですから、ハザードマッ

プがなくても、あと例えば今回、夏場で海水浴場で観光客来てても、それを見ればそこまで逃げる

というような形もあるんで、そういった陸前高田のような津波誘導標識にしてはどうかと思うんで

すが、その点いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

ちょっと陸前高田市のどういったものかというのは私存じ上げないんですが、ただ糸魚川市では、

今、議員おっしゃられた、例えば海水浴場に避難誘導看板、主に海水浴客ですか、最近ですとヒス

イ拾いになろうかと思いますが、そういったところで市内に１３か所設置しております。 

また、電力柱に、中村議員からご指摘あった高くて見えないんじゃないかと。それがいわゆる指

定避難所だとか避難場所への誘導になっておりまして、もし必要であれば、また増加していきたい

と考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

陸前高田もやっぱり被害に遭われたところで経験等、そういったところで、先進地だと思います

ので、ぜひまた参考にしていただきたいと思います。 

また、こちらの地域計画の１８ページに、今回、本当に携帯の通信障害が起きたんですが、フォ

ッサマグナミュージアムでは、フリーＷｉ－Ｆｉがある関係で、無線ＬＡＮを開放してくれて、皆

さんが安否確認したり、そういった情報を取るのに本当に助かったという声があるんで、ぜひここ

へ出てると思うんですが、やっぱり避難所での情報化というところで、無線ＬＡＮの導入も、メイ

ンのところでいいと思うんですが、そういった設置も検討していく必要があると思うんですが、い

かがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

避難所における無線ＬＡＮといいますか、公共施設ということですが、コロナ禍の令和２年度に、

地区公民館など３０施設に無線ＬＡＮを整備しております。そんな中で、避難時の情報伝達に有効

といったところと、あと平時にも利用できる施設ということで選定させていただきました。今後に

つきましても、平時から使用できる施設、担当課と検討してまいります。 
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以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

私もそんなに普及してるとは知りませんでしたが、やっぱり平時から使うことが、そういった非

常時で使えるというところと、またそれが知れ渡るというところで大事だと思いますので、またそ

ういった普及等、また設置箇所を増やしていただければと思います。 

また、これ見ると、衛星電話を６台ぐらい所持してるというんですが、なかなかやっぱり今どき

電話だとやっぱり限られますし、今もう衛星インターネットが民間の人でも使えるという、そうい

うスターリンクみたいのがあるんですが、そういった情報化の中で、そういったものを導入するよ

うな、例えば孤立化した場所とか、電源さえあれば、もうどこでもネットがつながる、そういうス

ターリンクというものがあるんですが、そういったものを導入するようなお考えはないか、お伺い

したいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

渡辺総務課長。 〔総務課長 渡辺 忍君登壇〕 

○総務課長（渡辺 忍君） 

お答えいたします。 

現時点では、スターリンクの導入等は検討はしておりませんけれども、代わりと言っては何なん

ですが、当市はモバイルルーターといいまして、持ち運びができるルーターを有しておりますので、

災害時には、それも活用できるかというふうに思ってます。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

実際、そのスターリンクの会社から石川に無償で提供されたので、災害時には無償で貸してくれ

るかもしれないんですが、またそういったのも一応研究していただきたいと思います。 

また、２４ページの孤立予想地区への、私も知らなかったんですが、ヘリポートが３０か所以上

あるということで、そういった意味では、数が増えてないということは、基本的にそういった孤立

集落との連絡に対するヘリポートの数というのは足りてる、充足しているということでよろしいで

しょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

私、前回、指定避難所等ということで２６か所とお答えしてましたが、３５か所というのは、地
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域防災計画に載っとりまして、ヘリの緊急離着陸場、可能なところというところで３５か所、間違

いございません。 

そんな中で、足りているかということなんですが、やはり孤立する集落には、ヘリポートないな

と、一覧表を見るとないなというところもありますが、ただ、来海沢地滑り災害の際に、市野々、

御前山地区の４名の方、救助した際に、緊急離着陸場はないんですが、消防職員が現地行きまして、

ヘリポートを作ってといった対応もできますので、その場の状況に応じて対応できるものと思って

おります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

そういった活用事例があると、また臨機応変に、そういった対応していただけるということで安

心いたしました。 

あと２５ページで、ちょっと心配になったのが、消防本庁舎は、姫川氾濫区域の想定区域にある

ということで、水害時の対応は万全だと思うんですが、一応確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

ご心配ありがとうございます。消防本部につきましては、当然、浸水想定になっておりますので、

消防機能不能になるわけにはいきませんので、機能移転する計画としております。 

ただ、２階にあります通信指令室、これは機械を持っていくわけにはいきませんので、ただ、

２階まで浸水することはないといったところで、機能移転といった対応を計画しております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

ありがとうございます。 

また、先ほど災害拠点病院の糸魚川病院も被災して、また使えなくなったら受け入れできない場

合があると思うんですが、そういった場合はやっぱり先ほど言った国道１４８号線で、大町のほう

へ行かなきゃいけない部分があるんですが、そういった部分の連携は、もうしっかりと。当然津波

になると多分、国道８号線沿いはなかなか上越、入善、魚津とは、なかなかお願いできないと思う

んで、その辺の対応は、今回できてると思うんですが、その辺はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 
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竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

先ほどの新保議員のご質問にもお答えしたとおりで国道８号、高速が駄目ということで１４８号、

こちらのほうで連絡して受け入れ病院を確保しましてといった対応を取りました。先ほど答弁のと

おり、受け入れていただける病院を確保いたしまして、そちらへ搬送する形になります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

ちょっと飛んで３５ページになるんですが、国道１４８号線の代替路線の確保についてで伺いた

いんですが、これちょっと県道になるんですが、今現在、平岩停車場蒲原線ですかね、令和４年

５月９日から当分の間、通行止めということなんですが、前回も何か交通事故というか事故があっ

て４時間ぐらい通れなくなったという事態があったと思うんですが、そういった意味で、ここもや

っぱり開通しておいてもらうのが大事だと思うんですが、その点いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

長﨑建設課長。 〔建設課長 長﨑英昭君登壇〕 

○建設課長（長﨑英昭君） 

お答えいたします。 

小滝平岩地区の、要は国道１４８号線の代替の道路の確保ということで、現在、国土強靱化には

資する道路といたしまして、松本糸魚川連絡道路の整備のほうを進めさせていただいております。

災害時とか、あと通常の生活においても、地域住民を守る、命をつなぐ道ということで、早期の実

現に向けて、引き続き、国・県に働きかけのほうを行っていきたいと思います。 

また、今ほどありました平成７年の７.１１水害のときに、小滝から平岩につきましては、県道、

山之坊大峰小滝線という県道が代替道路となったこともありましたので、今後、県のほうに働きか

けのほう、していきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

ぜひよろしくお願いします。 

続いて、２８ページの２番、３番関連するんですが、やはり災害関連死を防ぐという部分で、

２０１１年の東日本大震災では、障害者手帳を持った方が２１％、２０１６年の熊本地震では

２８％が、災害関連死でお亡くなりになったというデータがあります。全国的な障害者の人口は

９％ということですので、やはりそういった方々のリスクが、やっぱり避難所では高いというとこ

ろで、そういった機能別避難所とか福祉避難所の在り方については、どう検討されてますでしょう
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か。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

磯貝福祉事務所長。 〔福祉事務所長 磯貝恭子君登壇〕 

○福祉事務所長（磯貝恭子君） 

お答えします。 

これまでも災害で公民館等、避難所を開設したときに配慮が必要な方に対しましては、個別に、

例えば個室を用意するとか、トイレのそば、トイレの近くのお部屋をご案内するとか対応しており

ましたし、また、そこにやはり介助、介護が必要で、そこになかなかいるのが難しい方については、

介護事業所のほうにショートステイにつなぐなどの対応をしておりましたが、福祉避難所として設

置しておる施設は、糸魚川市のほうはございません。 

ただ、今回の災害をきっかけに、例えばふだん通っている作業所のようなところに避難したいと

いうような声もあったりしておりまして、そのような意見も踏まえて、福祉避難所の設置に向けて、

今、調査・研究を行いたいと考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

ぜひひとつ前向きによろしくお願いいたします。 

あと、また今回、情報発信できなかった課題で、情報収集ができなかったという部分があると思

うんですが、そういった意味で県内には４か所しか検潮所、潮位計がないということで、そういっ

た津波の情報は入手できなかったと思うんですが、ぜひ私、姫川港などにそういった検潮所を１か

所設置要望してはどうかと思うんですが、その点いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

竹田消防長。 〔消防長 竹田健一君登壇〕 

○消防長（竹田健一君） 

お答えいたします。 

やっぱり津波の情報につきましては、そのときも欲しいですし、あと検証する際にも欲しいとい

ったところで、設置箇所を増やしていただきたいという要望はさせていただいております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松尾徹郎君） 

加藤議員。 

○９番（加藤康太郎君） 

ぜひいろんな事情で多分そういうことになってると思うんですが、津波がこれだけあるというこ

とで、ぜひ要望をお願いしたいと思います。 
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ちょっと２番のほうちょっと入れないんですが、こちらの地域、国土強靱化で今回大きく変わる

のは、これはもう地域における防災力の一層の強化を推進する羅針盤で、国では最上位計画として、

総合計画と一体的に推進することとしています。ぜひこういった視点から、強力に進めていただき

たいと思います。 

以上で、一般質問を終わります。 

○議長（松尾徹郎君） 

以上で、加藤議員の質問が終わりました。 

本日は、これにてとどめ、延会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

〈午後５時２１分 延会〉 
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